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2広報きほく2010年12月号

    
三浦公民館 522 318 7 325
道瀬集会所 154 98 5 103
古里自然休養村管理センター 196 132 5 137
海野会館 318 191 5 196
中ノ島会館 631 373 11 384
西小学校 774 442 16 458
多目的会館 869 495 30 525
紀北中学校 782 396 6 402
東小学校 548 329 14 343
東長島公民館 2,040 1,130 32 1,162
片上集会所 314 182 5 187
志子小学校 624 412 4 416
赤羽出張所 425 183 88 271
十須集会所 208 129 3 132
中原多目的集会施設 44 24 1 25
馬瀬多目的集会施設 187 103 2 105
河内集会所 139 93 3 96
上里小学校 779 418 7 425
中里集会所 479 260 8 268
船津集会所 380 237 3 240
紀北教育会館 1,202 591 16 607
便ノ山多目的集会施設 283 165 3 168
小山浦集会所 332 177 6 183
老人福祉センター 912 353 13 366
引本浦集会所 947 441 22 463
長浜集会所 269 134 5 139
矢口浦集会所 610 297 11 308
島勝浦集会所 498 338 8 346
白浦集会所 265 172 6 178
汐見集会所 531 268 5 273

期日前投票所    4,028
合　　　計 16,262 8,881 350 13,259

　任期満了（11 月 30 日）に伴う紀北町議会議員選挙が 11 月
２日告示され、28 人が立候補の届出をし、11 月７日午前７
時から午後６時まで町内 30 投票所で投票が行われました。
　開票は同日午後８時から海山体育館で行われ、午後 10 時
15 分に得票数が確定し、18 人の新議員が決まりました。

紀北町議会議員選挙

11 月 7 日執行　

■投票所別投票者数　　投票率 81.53％（男 78.43％、女 84.24％）
投　票　所 当日有権者数 当日投票者数 不在者投票者数 投票者合計
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①樋口　泰生　　54 歳
②無所属
③東長島

①中本　衛　　63 歳
②公明党
③相賀

①奥村　仁　　40 歳
②無所属
③矢口浦

①北村　博司　　69 歳
②無所属
③古里

①川端　龍雄　　70 歳
②無所属
③小山浦

①瀧本　攻　　67 歳
②無所属
③船津

①松永　征也　　72 歳
②無所属
③中里

①玉津　充　　62 歳
②無所属
③便ノ山

①奥村　武生　　67 歳
②無所属
③引本浦

①家崎　仁行　　58 歳
②無所属
③相賀

①東　貴雄　　42 歳
②無所属
③東長島

①中津畑　正量　66 歳
②日本共産党
③三浦

①入江　康仁　　61 歳
②無所属
③東長島

①平野　倖規　　66 歳
②無所属
③島原

①東　篤布　　56 歳
②無所属
③東長島

①東　清剛　　62 歳
②無所属
③東長島

①平野　　久　　56 歳
②無所属
③東長島

①太田　哲生　　61 歳
②無所属
③相賀

新
議
員
18
人
の
紹
介

　

紀
北
町
議
会
議
員
選
挙
の

結
果
、
党
派
別
で
無
所
属
16

人
、
日
本
共
産
党
１
人
、
公

明
党
１
人
の
議
席
と
な
り
ま

し
た
。

【
凡
例
】

①
氏
名
・
年
齢

②
党
派

③
住
所

（
敬
称
略
・
掲
載
は
届
出
順
）
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９月定例会報告

平
成
22
年
９
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

平
成
22
年
９
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

４

川
端
龍
雄 

議
員

今
後
の
公
共
施
設
の
再

配
置
は
、
両
区
の
均
衡

を
保
つ
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
町
長

の
考
え
は
？ 

問
　

今
後
の
公
共
施
設
の
再
配

置
は
、
両
区
の
均
衡
を
図
る

必
要
が
あ
り
、
具
体
的
に
本
庁
を

紀
伊
長
島
区
へ
移
転

し
た
場
合
、
現
在
の

本
庁
舎
及
び
紀
伊
長

島
総
合
支
所
を
ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
の

か
。
ま
た
、
商
工
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
の
主
要
施
設
の
配
置
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
お
尋
ね
し

ま
す
。答　

　
　

現
在
、
両
区
に
は
旧

町
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
建
設

し
た
同
様
の
施
設
が
あ
り
、
施
設
の

老
朽
化
や
経
費
削
減
の
観
点
か
ら
も

両
区
の
均
衡
あ
る
発
展
を
念
頭
に
置

き
、
施
設
の
統
廃
合
を
含
め
て
、
本

庁
舎
が
海
山
区
か
ら
紀
伊
長
島
区
に

移
転
し
た
と
き
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り

の
配
慮
と
、
両
区
で
の
均
衡
あ
る
公

共
施
設
の
配
置
に
心
が
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

本
庁
の
機
構
改
革
の
一

端
と
し
て
産
業
振
興
課

の
分
割
に
つ
い
て

問
　

産
業
振
興
課
は
、
誰
が
担

当
さ
れ
て
も
大
変
重
責
が
あ

り
、過
重
な
担
当
課
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
林
水
産
業
と
商
工
観
光

を
分
割
し
た
ほ
う
が
議
会
や
委
員
会

に
お
い
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
が
な

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、
担

当
課
に
お
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

本
庁
の
機
構
改
革
の
一
端
と
し
て
、

産
業
振
興
課
の
分
割
に
対
す
る
町
長

の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
　
　

本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
業
な
ど
の
第

１
次
産
業
は
、
後
継
者
不
足
、
資
源

の
減
少
な
ど
で
衰
退
し
て
き
て
お

り
、
農
林
水
産
業
な
ど
の
第
１
次
産

業
や
、
商
工
観
光
の
振
興
を
図
り
、

高
速
道
路
延
伸
に
伴
う
チ
ャ
ン
ス
を

 　９月議会定例会は、９月７日から２２日までの１６日間の会期で開催されました。
今回の定例会では、紀北町集会所条例の一部を改正する条例ほか補正予算などの町長提出議案
１０件、認定６件、報告３件、請願３件、陳情１件、発議３件、意見書案３件を審議しました。
　７日の開会日には、議案の提案説明及び内容説明のあと、議案に対する質疑や議案の各常任委
員会付託、また、決算特別委員会を設置し、認定案件を付託することに決定しました。
　１６日、１７日、２１日は、１８人の議員が一般質問を行い、最終日の２２日には、各常任委
員長および特別委員長から付託された議案の審査経過と結果の報告の後、質疑、討論が行われ、
上程議案１０件、認定６件、請願３件、陳情１件、発議２件、意見書案３件を原案どおり可決し
閉会しました。

※
議
会
定
例
会
の
模
様
は
定
例
会
実
施
月
に
、
前
回
の

定
例
会
の
一
般
質
問
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
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９月定例会報告

５

的
確
に
捉
え
、地
場
産
業
の
活
性
化
、

誘
客
、
集
客
に
力
を
注
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
中
で
、
議
員
の
お

考
え
と
同
様
に
、
産
業
振
興
課
内
の

事
務
分
掌
や
人
員
配
置
な
ど
の
問
題

を
解
消
し
、
分
割
の
方
向
で
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
の
当
初
予
算
の
組
み

方
、
ま
た
、
設
計
の
仕

方
を
是
正
し
、
従
来
の

慣
習
を
精
査
、
改
善
に

つ
い
て

問
　

設
計
方
法
の
是
正
や
改
善

に
つ
い
て
、
特
記
仕
様
書
も

町
長
の
早
期
の
決
断
に
よ
っ
て
、
す

ぐ
さ
ま
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

諸
経
費
の
問
題
も
国
土
交
通
省
並
み

に
す
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
設
計
積
算
の
方
法
は
、
２
ト
ン

車
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
よ
う
な
場

所
で
、
10
ト
ン
ダ
ン
プ
を
積
算
す
る

な
ど
、安
全
性
を
軽
視
し
た
も
の
で
、

も
し
も
事
故
が
起
こ
れ
ば
、
町
は
業

者
に
渡
し
て
あ
る
か
ら
、
関
係
な
い

と
言
え
る
の
か
疑
問
に
思
い
ま
す
。

関
係
団
体
に
も
こ
れ
は
大
変
厳
し
い

問
題
で
あ
り
、
町
長
は
、
そ
の
こ
と

に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
事
実
で
あ
れ
ば

ど
う
改
善
さ
れ
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。　答　

　
　

特
記
仕
様
書
の
第
２

項
の
改
正
を
行
い
、
本
年
８

月
13
日
以
降
の
決
裁
に
か
か
る
も
の

か
ら
適
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

工
事
費
の
構
成
及
び
共
通
費
の
積
算

も
国
土
交
通
省
が
公
表
し
て
い
る
公

共
建
築
工
事
に
係
る
基
準
を
準
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
工
事
費
の
設

計
積
算
に
つ
い
て
は
、
工
事
量
、
工

期
、
現
場
条
件
な
ど
を
勘
案
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
て
、
小
規
模
工
事
や

現
場
が
狭
小
な
場
所
で
は
、
作
業
効

率
が
落
ち
る
こ
と
か
ら
、
工
事
費
は

増
加
し
ま
す
が
、
現
場
条
件
に
最
も

適
し
た
工
法
と
機
種
の
選
定
を
行
う

べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、

現
地
の
精
査
を
徹
底
し
て
行
い
、
適

切
な
設
計
・
積
算
業
務
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

産
業
振
興
の
拡
大
、
拡

充
に
つ
い
て

問
　

雇
用
問
題
は
、
国
内
で
も

重
要
問
題
で
あ
り
、
本
町
で

も
、
特
に
第
１
次
産
業
の
不
況
は
深

刻
な
課
題
で
す
。
少
し
で
も
活
気
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、水
産
業
で
は
、

稚
魚
放
流
の
拡
大
、
農
業
で
は
、
獣

害
対
策
の
拡
充
、
林
業
関
係
で
は
、

住
宅
建
設
の
新
規
助
成
金
の
設
置
、

ま
た
、
福
祉
・
観
光
で
は
、
福
祉
バ

ス
の
運
行
や
銚
子
川
流
域
開
発
の
進

展
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
補
正

を
考
え
、
思
い
切
っ
た
施
策
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
　
　

水
産
業
に
つ
い
て

は
、
漁
協
を
通
じ
た
漁
業
者

か
ら
の
種
苗
放
流
の
要
望
を
聞
く
と

と
も
に
、
種
苗
を
生
産
し
て
い
る
三

重
県
水
産
振
興
事
業
団
及
び
三
重
県

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、

新
し
い
魚
種
の
放
流
、
放
流
量
の
増

加
、
並
び
に
効
果
的
な
放
流
場
所
な

ど
を
検
討
し
、
水
産
資
源
の
保
全
に

取
り
組
み
、
豊
か
な
漁
場
づ
く
り
の

促
進
に
努
め
ま
す
。
次
に
、
獣
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
猟
友

会
へ
の
獣
害
駆
除
報
償
費
に
つ
い

て
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
以
外
の
イ
ノ
シ
シ
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
も
対
象
に
含
め
て
報
償

費
を
予
算
化
し
、
防
護
柵
に
つ
い
て

は
、
現
況
耕
作
者
の
状
況
把
握
に
努

め
、
金
額
、
補
助
率
、
面
積
要
件
な

ど
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
狩
猟
免
許
講
習
費
を
助
成
し
、

捕
獲
者
の
確
保
に
努
め
ま
す
。次
に
、

被
害
の
実
践
的
防
除
に
つ
い
て
は
、

地
域
で
放
置
果
樹
、
農
作
物
の
残
渣

な
ど
の
餌
場
の
解
消
を
目
指
す
と
と

も
に
、
地
域
で
の
追
い
払
い
の
継
続

実
施
が
最
も
効
果
が
あ
る
の
で
、
今

後
も
耕
作
者
や
地
域
の
方
々
、
三
重

県
の
獣
害
担
当
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
一
緒
に
な
っ
て
実
践
し

ま
す
。
ま
た
、
獣
害
担
当
部
門
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
尾
鷲
市
で
実
施
し

て
い
る
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用

し
た
獣
害
対
策
を
参
考
に
検
討
す
る

と
と
も
に
、
三
重
県
が
実
施
す
る
獣

害
に
強
い
集
落
づ
く
り
、
緊
急
雇
用

事
業
に
よ
り
、
本
年
度
は
古
里
･

道
瀬
地
区
の
果
樹
園
地
を
中
心
と
し

た
緩
衝
帯
を
設
置
す
る
事
業
を
県
と

と
も
に
実
施
し
ま
す
。
次
に
、
住
宅

建
設
助
成
金
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

今
後
い
か
に
し
て
町
内
産
材
の
需
要

拡
大
を
増
進
す
る
か
を
、
近
隣
市
町

を
は
じ
め
、県
下
の
状
況
を
調
査
し
、

奨
励
金
の
交
付
方
法
に
つ
い
て
、
交

付
額
も
含
め
、
改
善
す
べ
き
と
こ
ろ

は
検
討
す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設

の
木
質
化
に
地
元
材
を
活
用
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｐ
Ｒ
活
動

を
活
発
に
し
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

や
機
会
あ
る
ご
と
に
積
極
的
に
周
知

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
次
に
、
福
祉
バ
ス
運
行
に
つ
い

て
は
、高
齢
者
を
主
な
対
象
と
し
て
、

周
辺
地
域
か
ら
中
心
地
へ
向
か
う
買

い
物
と
通
院
を
目
的
と
し
た
乗
合
タ

ク
シ
ー
な
ど
に
よ
る
運
行
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
次
に
、
銚
子
川
流
域

開
発
に
つ
い
て
は
、
多
面
的
に
調
査

研
究
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
職
員

を
現
場
に
行
か
せ
、
参
考
と
な
る
資

料
づ
く
り
を
行
っ
て
お
り
、
く
る
ま

ざ
会
議
に
お
い
て
も
銚
子
川
の
魅
力

ア
ッ
プ
を
テ
ー
マ
に
し
た
会
議
を
開

催
し
、
町
民
の
方
々
の
自
由
で
率
直

な
意
見
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。垣

内
唯
好 

議
員

町
内
の
林
業
、
農
業
の

振
興
に
つ
い
て

問
　

林
業
は
、
本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
り
、
歴
史
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
の
林
業
の
状
態

が
ひ
ど
く
、
全
く
手
の
つ
け
よ
う
が

な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
が
、

町
長

町
長
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こ
の
ま
ま
手
を
打
た
な
い
で
い
る

と
、
災
害
面
で
も
、
ま
た
、
将
来
的

に
良
質
の
国
産
材
が
不
足
し
て
き
ま

す
。

　

次
に
農
業
で
す
が
、
農
家
の
人

が
野
菜
を
作
っ
て

も
、
自
家
用
と
近
所

に
配
っ
た
り
、
知
人

に
や
る
以
外
、
あ
と

は
畑
に
放
っ
て
お
く

だ
け
で
、
種
代
や
肥
料
代
ぐ
ら
い
は

出
し
た
い
と
の
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

２
年
前
に
郷
土
の
農
業
者
の
会
と
し

て
、
農
家
の
仲
間
と
週
に
２
回
の
朝

市
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
農
業
を
や

る
人
が
減
っ
て
い
き
、
農
地
の
耕
作

放
棄
地
が
目
立
ち
、
農
作
物
を
出
し

て
く
れ
る
人
が
増
え
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
お
客
様
が
大
変
多
く
来
て
く

れ
ま
す
が
、
品
揃
え
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長

及
び
行
政
の
方
々
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

答　
　
　

林
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、森
林
活
動
の
効
率
化
、

生
産
性
の
向
上
、
林
業
労
働
条
件
の

改
善
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
林

道
、作
業
道
網
を
体
系
的
に
整
備
し
、

緑
化
基
金
事
業
・
企
業
の
森
づ
く
り

事
業
を
利
用
し
た
広
葉
樹
を
混
在
さ

せ
た
森
林
づ
く
り
、
生
態
系
豊
か
な

森
林
づ
く
り
の
推
進
を
今
後
も
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
放
置
山
林
の

拡
大
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
境

界
の
明
確
化
に
努
め
、
森
林
所
有
者

の
協
力
の
も
と
、
放
置
山
林
の
施
業

に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
造
林
・
間
伐
に
つ

い
て
は
、
森
林
整
備
事
業
、
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
に
よ

る
森
林
施
業
計
画
が
作
成
さ
れ
た
森

林
施
業
を
対
象
と
し
た
助
成
を
し

て
、
計
画
的
な
間
伐
、
保
育
の
推
進

を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
資
源

の
循
環
利
用
を
念
頭
に
置
い
た
、
団

地
化
に
よ
る
施
業
の
集
約
化
、
搬
出

間
伐
へ
の
転
換
、
木
材
の
安
定
供
給

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
次
に
、
地
元

材
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
補

助
要
件
を
備
え
た
新
築
住
宅
へ
、
年

間
15
万
円
を
限
度
と
し
て
、
固
定
資

産
税
相
当
額
を
３
カ
年
助
成
し
て
お

り
、
町
外
に
向
け
て
も
尾
鷲
ヒ
ノ
キ

材
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
民
間
住
宅
な

ど
へ
の
利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
公
共
建
築
物
に
は
で
き
る
限
り

地
元
材
を
利
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨

年
、
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
が

創
設
さ
れ
、
市
町
や
農
協
な
ど
が
農

地
所
有
者
か
ら
委
任
を
受
け
て
、
新

規
就
農
者
や
担
い
手
な
ど
に
農
地
の

貸
し
付
け
な
ど
を
行
い
、
農
地
の
効

率
的
な
利
用
集
積
に
努
め
る
と
と
も

に
、
耕
作
放
棄
地
の
農
地
利
用
が
促

進
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

紀
北
農
業
者
の
会
の
よ
う
に
、
農
業

者
の
個
々
の
活
動
に
よ
り
、
耕
作
し

た
農
作
物
が
安
定
的
に
販
売
さ
れ
て

い
く
状
況
は
、
大
変
好
ま
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
農
作
物
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

努
力
に
よ
り
、
横
の
連
携
を
密
に
さ

れ
、
町
内
各
地
の
耕
作
地
に
出
向
き

な
が
ら
、
熱
い
思
い
を
伝
え
る
こ
と

に
よ
り
、
会
員
を
増
や
し
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
に
適
合
し
た
野
菜
の
栽

培
推
進
、
季
節
野
菜
の
栽
培
、
収
穫

し
や
す
い
生
産
方
法
、
正
し
い
電
気

柵
な
ど
の
張
り
方
を
学
べ
て
、
生
産

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
研
修
会
を
計

画
的
に
実
施
し
、
そ
の
際
に
は
、
頑

張
っ
て
い
る
農
業
者
の
活
動
状
況
を

周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

中
本
衛 

議
員

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
定
員
不
足
の
改
善
に

つ
い
て

問
　

三
重
県
で
は
、
全
国
で
も

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
不

足
が
深
刻
で
あ
り
、
施
設
に
入
所
で

き
な
い
待
機
者
が
１
万
人
を
超
え
る

現
状
を
踏
ま
え
、
施
設
の
定
員
数
を

５
１
０
人
増
員
す
る
方
針
を
決
め
ま

し
た
。
ま
た
、
入
所

者
が
増
え
る
こ
と

で
介
護
保
険
料
の

負
担
が
大
き
く
な

る
し
、
県
は
町
と
調

整
し
、
今
後
も
施
設
の
整
備
を
進
め

た
い
と
の
新
聞
記
事
か
ら
も
、
紀
北

町
民
の
入
所
待
機
者
が
多
く
い
る
こ

と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

①
紀
北
管
内
で
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
の
状
況
は
ど
う

な
の
か
。
そ
れ
を
市
町
別
、
待
機
場

所
、
要
介
護
度
な
ど
に
分
け
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

②
待
機
者
の
入
所
で
き
る
ま
で
の
待

機
期
間
は
、
何
日
ぐ
ら
い
待
た
な
く

て
は
い
け
な
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
こ
の
度
、
県
は
定
員
不
足
を
改
善

す
る
た
め
、
定
員
数
を
増
員
す
る
方

針
を
決
め
ま
し
た
が
、
紀
北
町
も
県

の
方
針
に
沿
っ
て
、
入
所
待
機
者
を

１
日
で
も
早
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
施

設
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。

答　
　
　

①
紀
北
管
内
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
定
員

は
、
６
施
設
で
２
８
８
人
で
す
。
待

機
者
は
、
平
成
22
年
８
月
31
日
現

在
、
紀
北
町
２
施
設
で
１
０
６
人
、

尾
鷲
市
６
施
設
で
１
９
４
人
、
合
計

３
０
０
人
で
す
。
待
機
場
所
は
、
在

宅
が
１
９
１
人
、
病
院
36
人
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
２
人
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
３
人
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
15
人
、

老
人
保
健
施
設
11
人
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
５
人
、
不
明
37
人
で
す
。
要

介
護
度
別
で
は
、要
支
援
１
が
１
人
、

要
支
援
２
が
１
人
、
要
介
護
１
が
65

人
、
要
介
護
２
が
77
人
、
要
介
護
３

が
74
人
、
要
介
護
４
が
40
人
、
要
介

護
５
が
15
人
、
申
請
中
な
ど
が
27
人

で
す
が
、
重
複
申
請
者
も
お
り
、
実

質
待
機
者
は
、
２
４
６
人
ぐ
ら
い
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

②
待
機
者
受
け
入
れ
期
間
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
と
も
定
員
が
あ
り
、
欠

６

町
長

町
長
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員
が
な
い
と
入
所
で
き
ま
せ
ん
し
、

利
用
者
本
人
の
状
況
、
介
護
の
必
要

性
、
家
族
介
護
者
の
状
況
な
ど
で
判

断
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
短
い
人
で
数
カ
月
、
長

い
人
で
は
２
年
以
上
待
機
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
で
は
、
緊
急
性

を
要
す
る
入
所
希
望
者
に
つ
い
て
は
、

短
期
入
所
で
つ
な
い
で
、
欠
員
が
で

き
次
第
、
優
先
し
て
入
所
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

③
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
の

施
設
定
員
数
の
増
員
方
針
は
、
県
全

体
で
５
１
０
人
で
す
が
、
熊
野
市
な

ど
も
含
め
た
東
紀
州
圏
域
の
増
員
枠

に
つ
い
て
は
、
10
人
の
み
で
す
。
紀

北
管
内
に
お
い
て
、
早
急
な
施
設
整

備
は
困
難
だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
内

に
お
い
て
、
地
域
密
着
型
の
認
知
症

対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
、
本
年

度
18
床
、
来
年
度
36
床
整
備
予
定
で

あ
り
、
あ
る
程
度
入
所
待
機
者
の
減

少
が
図
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

平
野
隆
久 

議
員

本
庁
舎
の
位
置
に
お
け

る
合
併
協
定
書
の
遵
守

に
つ
い
て

問
　

①
町
長
は
、
就
任
後
一
貫

し
て
、
合
併
協
定
に
基
づ
い

て
庁
舎
の
位
置
は
、
現
在
の
紀
北
中

学
校
が
仮
校
舎
に
使
用
し
て
い
る

尾
鷲
高
校
長
島
分
校

跡
地
と
し
、
中
学
校

が
仮
校
舎
と
し
て
使

用
終
了
後
の
平
成
24

年
度
に
、
本
庁
舎
の

改
築
に
着
工
す
る
と
宣
言
さ
れ
て
い

ま
す
。
合
併
協
議
で
本
庁
舎
の
移
転

が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
際
に
、
合
併

後
、
ま
ず
海
山
町
役
場
を
本
庁
舎
と

す
る
が
、
５
年
後
の
本
庁
舎
の
位
置

は
、
紀
伊
長
島
町
役
場
の
場
所
で
は

ど
う
か
と
、
紀
伊
長
島
町
側
が
提
案

し
た
が
、
海
山
町
側
が
断
じ
て
本
庁

舎
の
位
置
は
、
尾
鷲
高
校
長
島
分
校

跡
地
以
外
に
は
認
め
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
当
時
、
ま
だ
尾
鷲
高
校
長
島

分
校
に
は
在
校
生
が
い
た
の
で
、
尾

鷲
高
校
長
島
分
校
の
名
称
を
協
定
書

に
明
記
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
、
そ

の
た
め
尾
鷲
高
校
長
島
分
校
と
し
か

考
え
ら
れ
な
い
、
紀
伊
長
島
町
内
の

国
道
42
号
沿
線
の
、
防
災
面
、
経
済

性
、
利
便
性
、
発
展
性
に
優
れ
た
適

地
と
い
う
文
言
に
し
た
と
、
私
は
当

時
、
紀
伊
長
島
町
合
併
問
題
調
査
研

究
特
別
委
員
会
に
て
報
告
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
そ

の
と
お
り
な
の
か
、
ま
た
町
長
に
違

う
認
識
が
あ
れ
ば
ど
の
部
分
な
の
か

に
つ
い
て
答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
海
山
区
自
治
会
連
合
会
と
の
行
政

懇
談
会
の
際
に
、
町
長
は
、
本
庁
舎

移
転
後
の
現
本
庁
舎
と
周
辺
施
設
の

有
効
利
用
は
、
民
間
へ
の
貸
与
な
ど

を
含
め
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
す
る
た
め
の
、
調
査
移
転

検
討
チ
ー
ム
を
庁
舎
内
で
立
ち
上
げ
、

有
効
利
用
や
組
織
機
構
、
職
員
数
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
、

ま
た
、
そ
の
チ
ー
ム
で
同
時
に
紀
伊

長
島
総
合
支
所
の
有
効
利
用
も
考
え

る
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
検
討

チ
ー
ム
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答　
　
　

①
新
町
の
事
務
所
の

位
置
が
決
定
さ
れ
た
経
緯

は
、
議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な

こ
と
で
す
し
、
私
の
意
思
に
つ
い
て

も
特
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
現
在
、
庁
舎
移
転
検
討
チ
ー
ム
を

発
足
さ
せ
、
庁
舎
移
転
に
か
か
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
素
案
を
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
現
本
庁
舎
な
ど
の
有
効

活
用
の
検
討
ま
で
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
チ
ー

ム
に
お
い
て
検
討
し
、
素
案
が
で
き

ま
し
た
ら
、
私
の
考
え
も
含
め
て
お

示
し
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
活
性
化
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
他
の
議
員
か
ら
も
大

変
多
く
お
話
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
て
、
庁
舎

移
転
後
の
、
こ
の
周
辺
の
こ
と
も
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
紀

北
町
全
体
と
し
て
の
施
策
を
考
え
て

い
き
、
両
区
の
均
衡
を
図
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

答　
　
　
　
　

庁
舎
移
転
検
討

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
課

長
補
佐
級
、
係
長
級
を
中
心
に
16
人

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

紀
北
中
学
校
改
築
に
お

け
る
、
よ
り
良
い
授
業

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問
　

紀
北
中
学
校
改
築
事
業

は
、
尾
上
町
長
自
身
が
独
自

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
元
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
、
尾
鷲
高
校
長
島
分
校
跡
地
に

移
転
す
る
よ
り
、
現
地
改
築
が
良
い

と
判
断
し
て
行
っ
た
町
長
肝
い
り
の

重
要
施
策
で
あ
り
、
前
理
事
者
が
議

会
の
議
決
を
経
て
進
め
て
き
た
施
策

を
、
あ
え
て
尾
上
町
長
が
自
分
自
身

の
考
え
で
方
向
転
換
を
し
て
行
っ
た

施
策
で
す
。
改
築
す
る
紀
北
中
学
校

の
よ
り
良
い
授
業
環
境
の
整
備
を
す

る
責
務
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
十

分
考
慮
し
て
、
設
計
事
務
所
を
決
定

し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず

町
長
は
、
設
計
競
技
選
定
委
員
会
の

報
告
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で

内
藤
建
築
事
務
所
に
決
定
し
た
の
で

す
か
。
ま
た
、
現
在
の
状
況
及
び
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お
伺
い
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
教
育
長
も
こ
の
設
計

業
者
選
定
委
員
会
に
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ン
ペ
方
式
で
選
定
さ
れ
た

設
計
図
を
選
択
す
る
う
え
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
さ
れ

ま
し
た
か
。

答　
　
　

内
藤
建
築
事
務
所
が

他
と
比
較
し
て
優
れ
て
い
る

と
感
じ
た
点
は
、
学
年
ご
と
に
学
習

室
、メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
を
設
け
、

７

町
長

総
務
課
長

町
長
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多
様
な
学
習
形
態
に
対
応
で
き
る
こ

と
、
ま
た
、
少
し
大
き
め
の
教
室
や

教
科
教
室
型
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
提
案
で
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
屋
内
運
動
場
を
ア

ク
セ
ス
道
路
に
隣
接
さ
せ
な
い
配
置

と
、
北
側
住
宅
地
の
居
住
環
境
を
悪

く
し
な
い
よ
う
に
地
域
の
環
境
に
配

慮
し
た
こ
と
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
が

安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う
に
、
駐

車
場
エ
リ
ア
を
敷
地
の
北
東
側
で
コ

ン
パ
ク
ト
に
配
置
し
て
、
生
徒
の
エ

リ
ア
と
車
の
エ
リ
ア
を
完
全
に
分
離

し
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
木
造
ア
ー
チ

屋
根
の
屋
内
運
動
場
、
地
元
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
木
造
の
教
室

群
、
木
造
ア
ー
チ
屋
根
の
昇
降
口
、

メ
デ
ィ
ア
ゾ
ー
ン
な
ど
で
す
。

　

次
に
、
現
在
の
状
況
は
、
設
計
案

を
基
に
教
育
関
係
者
な
ど
の
ご
意
見

を
お
伺
い
し
て
お
り
、
議
員
皆
様
の

意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
実
施
に

向
け
た
実
施
設
計
案
の
見
直
し
を
行

い
、
最
終
的
に
は
２
月
末
ま
で
に
実

施
設
計
案
を
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え

て
お
り
、
改
築
工
事
の
着
工
は
、
平

成
23
年
度
か
ら
開
始
し
、
平
成
24
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

答　
　
　
　

考
慮
し
た
点
は
、

教
室
の
配
置
が
多
様
な
学
習

形
態
に
対
応
で
き
る
こ
と
や
、
大
き

目
の
教
室
に
よ
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た

空
間
の
中
で
学
習
で
き
る
こ
と
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
を
緩

和
さ
せ
、
授
業
で
の
集
中
力
が
増
す

と
い
う
教
育
効
果
が
あ
る
木
材
を
多

用
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
職
員
室

な
ど
か
ら
、
登
下
校
及
び
運
動
場
で

の
生
徒
や
来
客
者
の
様
子
が
わ
か
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
体
育
館
が
道
路
か

ら
少
し
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、

学
校
全
体
へ
の
圧
迫
感
が
あ
ま
り
な

い
こ
と
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
現
状
の
広

さ
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
造

形
も
含
め
て
新
し
い
中
学
校
の
実
現

に
期
待
を
こ
め
て
選
定
し
ま
し
た
。

長
い
住
所
表
記
の
簡
素

化
に
つ
い
て

問
　

常
日
頃
か
ら
住
民
目
線
と

言
わ
れ
て
い
る
町
長
は
、
現

在
の
長
い
住
所
表
記
が
町
民
に
と
っ

て
不
便
か
ど
う
か
ど
ち
ら
だ
と
思
わ

れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。
そ

し
て
、
合
併
し
て
５
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
一
時
的
と
思
わ
れ

て
い
た
長
い
住
所
表
記
を
い
つ
ま
で

続
け
る
つ
も
り
な
の
か
、
改
善
す
る

つ
も
り
は
あ
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。答　

　
　

紀
北
町
の
誕
生
に
際

し
、
合
併
し
て
自
治
体
が
大

き
く
な
る
こ
と
に
よ
る
住
民
の
皆
様

の
合
併
不
安
を
解
消
す
る
な
ど
の
目

的
で
、
地
域
自
治
区
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
地
域
自
治
区
に
地
域
協
議
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
法
律
で
は
、
住

所
表
記
に
は
、
地
域
自
治
区
の
名
称

を
冠
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
住
居
表
示
の
な
か
に
紀
伊

長
島
区
と
海
山
区
が
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
紀
伊
長
島
区
、
海
山
区
を

と
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
自
治
区

の
解
消
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
住
民
の
皆
様
か
ら
、
長
く
不

便
だ
と
い
う
お
話
は
聞
い
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
そ
う
い
う
話
が
あ
れ
ば
、

地
域
協
議
会
構
成
員
の
皆
様
と
も
ご

相
談
し
な
が
ら
住
所
表
記
の
簡
素
化

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
村
健
之 

議
員

高
齢
者
福
祉
を
問
う

問
　

経
済
産
業
省
の
調
査
で
は
、

買
い
物
弱
者
が
６
０
０
万
人

と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
去
る
７
月
27

日
に
開
催
さ
れ
た
公

共
交
通
会
議
で
、
お

年
寄
り
な
ど
の
移
動

手
段
を
持
た
な
い
交

通
弱
者
に
対
す
る
対

策
で
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入

も
検
討
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
買
い
物
弱
者
及
び
高
齢
者
の
通

院
な
ど
の
対
策
を
町
長
は
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
、
実
行
し
て
い
く
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

公
共
交
通
の
空
白
地

で
、
商
店
や
診
療
所
も
な
い

地
域
に
お
住
ま
い
の
、
自
ら
移
動
手

段
を
持
た
な
い
お
年
寄
り
に
と
っ
て

は
、
移
動
手
段
の
確
保
は
、
重
要
な

行
政
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、高
齢
者
を
主
な
対
象
と
し
て
、

周
辺
地
域
か
ら
中
心
地
域
へ
向
か
う

買
い
物
と
、
通
院
を
目
的
と
し
た
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
な
ど
に
よ
る
運
行

に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
公
共
交
通
会
議
の
中
で

検
討
を
行
い
、
で
き
れ
ば
来
年
に
試

行
運
転
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

防
災
対
策
の
充
実
を
問

う問
　

平
成
16
年
９
月
の
台
風
21

号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
、
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
い
つ
起

き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
い
う
地

震
に
つ
い
て
も
、
平
成
14
年
度
に
地

域
防
災
対
策
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
町
の
取
り
組
み
の

進
捗
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま

た
、
島
勝
地
区
の
通
称
愛
宕
山
近
く

の
配
水
池
が
老
朽
化
の
た
め
廃
止
と

な
り
、そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
や
地
震
の
発
生
が
あ
っ
た
場

合
、
大
き
な
被
害
が
考
え
ら
れ
、
人

災
ま
で
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
近

隣
住
民
か
ら
大
変
不
安
の
声
を
聞
い

て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
を
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

答　
　
　

被
災
後
の
対
策
は
、

赤
羽
川
で
は
、
平
成
16
年
度

教
育
長

町
長

町
長

町
長

８
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か
ら
20
年
度
の
間
で
護
岸
工
、
堤
防

嵩
上
げ
な
ど
の
工
事
が
す
で
に
終
了

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、船
津
川
で
は
、

河
床
の
掘
削
、
護
岸
工
な
ど
を
平
成

16
年
か
ら
実
施
中
で
、完
成
す
れ
ば
、

か
な
り
不
安
も
解
消
さ
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
町
は
、
平
成
14
年
に

東
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
強

化
地
域
、
平
成
15
年
に
は
、
東
南
海
・

南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、地
震
・

津
波
の
防
災
減
災
対
策
を
強
力
に
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
防
災
対

策
に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
の
耐
震

化
は
平
成
22
年
度
中
に
事
業
が
完
了

す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
津
波
対

策
で
は
、
津
波
避
難
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
整
備
を
実
施
し
、
ソ
フ
ト
面

で
も
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
Ｊ
‐

ア
ラ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業
で

は
、
昨
年
度
、
災
害
時
要
援
護
者
全

体
計
画
を
作
成
し
、
来
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
、
個
別
計
画
を
策
定
す

る
予
定
で
す
。

　

次
に
、
現
在
廃
止
し
て
い
る
旧
島

勝
配
水
池
は
、
建
築
後
42
年
を
経
過

し
て
い
ま
す
が
、
配
水
池
の
構
造
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
あ
り
、

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
建
物
自
体
に
ク

ラ
ッ
ク
な
ど
も
な
く
、
担
当
課
か
ら

は
、
現
時
点
で
は
問
題
な
い
と
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
住
民

の
方
々
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
定

期
的
に
施
設
の
安
全
確
認
を
行
い
、

安
全
が
確
認
で
き
な
い
状
況
に
な
れ

ば
、
早
急
に
撤
去
な
ど
工
法
を
検
討

し
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

玉
津
充 

議
員

自
治
会
連
合
会
行
政
懇

談
会
の
課
題
か
ら

問
　

先
月
末
に
行
わ
れ
ま
し

た
、
自
治
会
連
合
会
と
行
政

執
行
部
と
の
行
政
懇
談
会
で
の
課
題

に
つ
い
て
、
ま
ず
、
紀
伊
長
島
区
で

は
、
平
成
20
年
12
月
に
三
浦
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
検
討
委
員
会
検
討
結
果

報
告
書
が
町
長
に
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
処
置
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
赤
羽
川
の
管
理

に
つ
い
て
、
災
害
時

志
子
地
区
の
避
難
場

所
が
、
課
題
と
し
て
後
日
返
事
す
る

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
結
果
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。
さ
ら
に
、
災
害

対
策
や
、
赤
羽
川
河
川
敷
公
園
整
備

事
業
及
び
遊
漁
や
遊
泳
が
で
き
る
河

川
環
境
の
整
備
な
ど
、
中
長
期
的
施

策
の
立
案
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
海
山
区
の
課
題
に
つ
い

て
、
銚
子
川
魅
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業

は
、
平
成
20
年
度
に
銚
子
川
流
域
温

泉
開
発
等
調
査
研
究
業
務
報
告
書
が

で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
平
成
21
年
、

22
年
度
は
何
も
進
ん
で
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
町
長
は
、
計
画
的
に
や
っ

て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
計
画
を
早
急
に
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
清
流
銚
子
川
を
観
光
資
源
と

し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
以
上
、
安
全
面
の
配

慮
や
河
川
環
境
の
保
全
も
重
要
で
す
。

今
年
８
月
に
発
生
し
た
水
難
事
故
に

つ
い
て
、
町
と
し
て
、
事
故
原
因
を

ど
う
把
握
し
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、

ど
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
ら
れ
た
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。
最
後
に
、
大
白
公

園
の
開
発
計
画
書
の
提
示
を
願
う
と

と
も
に
、
完
成
後
は
、
ど
の
よ
う
な

使
い
方
を
す
る
の
か
、
赤
羽
運
動
公

園
や
海
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
の
整
合
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答　
　
　

三
浦
休
憩
所
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
国
土
交
通

省
に
は
整
備
に
つ
い
て
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
情
報
の
共
有
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、
施
設
の

規
模
や
位
置
づ
け
、
開
通
後
の
運
営

管
理
に
つ
い
て
は
明
確
に
決
ま
っ
て

な
く
、
休
憩
施
設
に
連
絡
す
る
道
路

の
交
通
量
が
多
く
な
っ
た
場
合
の
地

域
へ
の
悪
影
響
や
用
地
買
収
の
難
航

な
ど
の
課
題
か
ら
も
、
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
、
地
元
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、

慎
重
に
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

志
子
奥
地
区
の
要
望
で
あ
る
避
難
所

の
問
題
に
つ
い
て
、
集
会
所
建
設
要

望
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
銚
子
川
の
開
発
に
つ
い
て
、

銚
子
川
流
域
温
泉
開
発
等
調
査
研
究

報
告
書
を
も
と
に
、
今
年
度
に
お
い

て
は
、
紀
北
町
が
目
指
す
町
民
の
福

祉
、
健
康
、
観
光
な
ど
に
重
点
を
置

い
た
基
本
計
画
の
規
模
や
位
置
、
運

営
管
理
、
補
助
金
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
、
他
の
市
町
の
施
設
を
参
考
に

す
る
た
め
の
出
張
旅
費
の
予
算
を
付

け
て
お
り
、
温
浴
施
設
計
画
に
必
要

な
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
資
料
を
基
に
、
さ
ら

に
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
も
お
聞
き

し
な
が
ら
、
平
成
23
年
度
か
ら
基
本

的
な
計
画
を
行
い
、
環
境
面
に
も
十

分
配
慮
の
で
き
る
施
設
計
画
を
策
定

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

水
難
事
故
に
つ
い
て
は
、
た
い
へ
ん

危
険
な
場
所
で
あ
り
、
大
雨
が
事
故

の
引
き
金
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ

海
山
に
対
し
、
事
故
後
直
ち
に
注
意

喚
起
す
る
チ
ラ
シ
を
変
え
る
よ
う
指

示
し
、
そ
の
日
か
ら
配
ら
せ
、
そ
の

後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
自
主
的
な
遊
泳
に
つ
い
て

は
、
た
い
へ
ん
難
し
い
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
白
公
園
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

４
万
㎡
の
整
備
が
平
成
24
年
度
に
完

成
予
定
で
あ
り
、
そ
の
後
の
計
画
は

未
定
で
す
が
、
公
園
区
域
と
し
て
、

約
90
％
が
残
っ
て
お
り
、
公
園
の
適

切
な
整
備
及
び
管
理
運
営
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
多
目
的
広
場
な
ど
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
の
可
能
性
が
出
て
き
て
、
民

宿
な
ど
を
合
宿
で
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と

９

町
長
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思
っ
て
い
ま
す
。

改
善
提
案
制
度
の
導
入

に
つ
い
て

問
　

改
善
提
案
は
、
ス
ピ
ー
ド

が
肝
要
で
す
。
町
長
は
こ
れ

に
つ
い
て
、
組
織
的
に
ど
う
い
う
仕

組
み
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
改
善
提
案
の

具
体
例
と
し
て
、
選
挙
入
場
券
発
送

経
費
の
削
減
に
つ
い
て
、
町
民
か

ら
、
個
人
単
位
を
世
帯
主
単
位
に
変

更
す
れ
ば
発
送
費
が
削
減
で
き
る
と

い
う
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
担

当
課
に
調
査
検
討
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　

次
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
、
公
共
施
設
の
二
酸
化
炭
素
削
減

目
標
を
平
成
19
年
度
を
基
準
に
平
成

25
年
度
ま
で
、
５
年
間
で
２
％
削
減

に
対
し
、
平
成
21
年
度
は
、
８
％
削

減
で
き
た
と
の
報
告
で
し
た
。
こ
れ

は
お
か
し
く
、
即
改
善
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
を
報
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
住
民
課
窓
口
業
務
取
扱
時

間
延
長
に
つ
い
て
、
そ
の
目
的
、
成

果
、
延
長
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
取
り
扱
わ
な
い
業
務
が

あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
な
の
か
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
最
後
に
、
不
在
者
戸

籍
が
本
町
で
も
相
当
数
あ
る
と
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
実
態
と
原
因
及

び
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　
　
　

改
善
提
案
制
度
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
社
会
経
済

状
況
の
変
化
を
見
据
え
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
務
事
業
を
そ
の
目
的
の
適
合

性
、
費
用
対
効
果
の
視
点
に
立
っ
て

見
直
し
、
よ
り
効
果
的
な
行
政
運
営

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
に
お
い
て
、
温
室
効
果

ガ
ス
総
排
出
量
８
％
と
目
標
を
大
き

く
上
回
る
大
幅
な
削
減
率
に
な
っ
た

の
で
、
環
境
管
理
推
進
委
員
会
に
お

い
て
、
基
準
年
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
次
に
、
住
民
課
窓
口

延
長
に
つ
い
て
は
、
交
付
で
き
る
も

の
を
延
長
時
間
内
で
交
付
し
て
お
り
、

届
出
な
ど
に
つ
い
て
は
、
本
籍
照
会

な
ど
、
他
の
市
町
と
の
連
携
が
と
れ

な
い
部
分
も
あ
り
、
交
付
に
つ
い
て

重
点
的
に
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
不
在
者
戸
籍
に
つ
い
て
は
、

本
町
で
も
万
延
生
ま
れ
の
１
４
９
歳

を
最
高
齢
に
85
人
の
１
０
０
歳
以
上

の
方
が
戸
籍
上
存
在
し
て
お
り
、
戸

籍
の
電
算
化
に
伴
う
住
所
確
認
が
で

き
な
か
っ
た
方
で
、
戦
争
や
海
外
移

住
な
ど
で
届
出
が
で
き
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
今
後
は
、
法
務
局
と

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。答　

　
　
　
　

投
票
所
入
場
券

発
送
郵
送
料
を
削
減
す
る
た

め
に
は
、
発
送
直
前
に
世
帯
ご
と
に

封
入
し
た
り
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
相
当
な
作
業
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
１
枚
の
は
が
き

に
４
人
ま
で
打
ち
出
せ
る
シ
ス
テ
ム

で
試
算
し
ま
す
と
、
現
行
よ
り
25
万

円
ほ
ど
安
く
な
り
ま
す
が
、
電
算
シ

ス
テ
ム
を
１
７
０
万
円
ほ
ど
か
け
て

改
修
す
る
必
要
が
あ
り
、
総
合
住
民

情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
の
と
き
に
合

わ
せ
て
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

子
ど
も
の
元
気
な
声
が

聞
こ
え
る
町
づ
く
り
を

子
ど
も
の
医
療
費

中
学
校
卒
業
ま
で
無
料

に問
　

子
ど
も
の
医
療
費
の
拡
大

に
つ
い
て
は
、
県
下
29
市
町

の
う
ち
、
自
治
体
独
自
の
水
準
を

持
っ
て
い
る
の
は

21
市
町
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
紀
町
で

は
数
年
前
か
ら
中

学
校
卒
業
ま
で
入

院
も
通
院
も
無
料
で
、
９
月
か
ら
鳥

羽
市
、
明
和
町
、
多
気
町
、
大
台
町

で
も
中
学
校
卒
業
ま
で
入
院
も
通
院

も
無
料
と
な
り
ま
す
。
拡
大
は
さ
れ

た
も
の
の
、
小
学
校
卒
業
ま
で
と
い

う
の
は
紀
北
町
だ
け
で
、
し
か
も
入

院
だ
け
無
料
と
い
う
こ
と
で
す
。
子

育
て
支
援
を
柱
と
す
る
な
ら
、
中
学

校
卒
業
ま
で
入
院
も
通
院
も
無
料
と

し
、
町
民
の
願
い
に
応
え
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

子
育
て
中
の
家
庭
に

と
っ
て
医
療
費
の
負
担
は
大

き
な
も
の
が
あ
り
、
ま
た
少
子
化
対

策
の
観
点
か
ら
も
医
療
費
を
は
じ
め

と
す
る
子
育
て
支
援
対
策
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
９
月

１
日
診
療
分
か
ら
、
入
院
に
つ
い
て

は
12
歳
の
年
度
末
ま
で
の
助
成
対
象

を
拡
大
し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の
町
独
自
の
助
成
拡

大
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
経
過
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
現
物
給
付
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
窓
口
で
の
支
払
い
は

な
く
な
り
、
子
育
て
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
乳
幼
児
医
療
制
度
に
つ
い

て
は
三
重
県
が
実
施
し
て
い
る
制
度

で
あ
り
、
本
町
だ
け
で
実
施
で
き
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
現
在
、
三
重

県
と
各
市
町
の
担
当
課
長
で
構
成
す

る
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
改
革
検
討

会
で
検
討
中
で
あ
り
、
こ
の
結
果
を

待
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
へ
の

町
独
自
の
助
成
を

町
長

町
長

総
務
課
長

10
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問
　

細
菌
性
髄
膜
炎
は
毎
年

１
０
０
０
人
も
の
乳
幼
児
が

か
か
る
病
気
で
、
初
期
に
は
発
熱
以

外
に
特
別
な
症
状
が
見
ら
れ
な
い
た

め
検
診
も
難
し
く
、
重
篤
な
状
況
と

な
っ
て
は
じ
め
て
わ
か
る
こ
わ
い
病

気
で
、
死
亡
率
５
％
、
後
遺
症
の
残

る
率
は
20
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
任
意
接
種
の
た

め
４
回
接
種
で
約
３
万
円
も
か
か

り
、
子
育
て
世
代
に
は
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
、

大
紀
町
で
は
過
疎
債
を
活
用
し
、
中

学
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
を
対
象

に
、
５
万
円
を
限
度
と
し
て
補
正
予

算
に
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
命
に
か
か

わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
町
民
は
大
変

な
中
で
も
自
己
負
担
で
接
種
を
し
て

い
ま
す
。
12
月
補
正
で
も
や
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
や
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
の
予
防
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
は

ｂ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
に
よ
る
重

篤
な
感
染
病
、
細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど

を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
。
県
下
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
度
は
亀
山
市
、
熊
野

市
、
御
浜
町
、
紀
宝
町
の
４
市
町
が

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
近
隣
の
市

町
の
情
報
を
得
な
が
ら
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
も
、
若
年
層
の
子
宮
頸
が

ん
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防

接
種
法
の
定
期
接
種
化
へ
の
位
置
づ

け
と
公
費
助
成
を
、
町
村
会
を
通
じ

て
要
望
し
て
お
り
、
今
後
、
国
の
動

向
な
ど
を
見
極
め
て
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
新
年
度
に
向
け
て
過
疎
債
の
活

用
も
考
え
て
い
き
ま
す
が
、
こ
う

い
っ
た
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
や
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
、
子
宮
頸
が
ん
の
問
題

は
、町
の
施
策
と
し
て
考
え
て
お
り
、

予
算
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
年
度

予
算
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
の
不
安
を
取
り
の

ぞ
く
　

船
津
川
・
銚
子
川
河
口

の
抜
本
的
対
策
を

問
　

平
成
16
年
の
台
風
21
号
に

伴
う
豪
雨
水
害
か
ら
６
年
経

過
し
、
船
津
川
の
激
甚
工
事
も
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
渡
利
本
地

地
区
の
住
民
は
河
口
の
変
化
に
不
安

を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。
高
浜
海
岸
、

小
山
浦
海
岸
が
大
き
く
浸
食
し
た
こ

と
が
原
因
の
一
つ
に
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
県
と
ど
の
よ
う
な
連
携
を
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
松
島
橋
の
補

強
工
事
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
対
す

る
不
安
の
声
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま

す
が
、
工
事
計
画
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答　
　
　

小
山
海
岸
の
浸
食
対

策
に
つ
い
て
は
、
尾
鷲
建
設

事
務
所
で
、
昨
年
度
に
河
口
付
近
を

中
心
に
現
況
調
査
、
深
浅
測
量
を
実

施
し
、
本
年
度
に
小
山
浦
海
岸
か
ら

松
島
橋
付
近
ま
で
の
海
岸
保
全
を
目

的
と
し
た
基
本
設
計
業
務
も
実
施
し

て
い
ま
す
。河
口
閉
塞
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
堆
積
土
砂
の
掘
削
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
海
岸
の
浸
食
と
あ
わ

せ
て
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
引
き
続
き
三
重
県
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
松
島
橋
の

補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
、
橋
梁
点
検
業
務
に

お
い
て
、
橋
脚
に
腐
食
に
よ
る
損
傷

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
放

置
す
れ
ば
腐
食
が
進
行
し
、
橋
と
し

て
機
能
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
か
ね

な
い
こ
と
か
ら
、
出
来
る
だ
け
早
い

時
期
に
工
事
を
施
工
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
、
船
津
川

河
口
か
ら
引
本
港
へ
の
航
路
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
修
工
事
に
関

し
て
は
漁
業
者
の
皆
様
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。

世
古
勝
彦 

議
員

呼
崎
津
波
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
整
備
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

問
　

日
本
は
世
界
有
数
の
地
震

大
国
と
言
わ
れ
、
本
町
も
幾

度
と
な
く
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
多

く
の
尊
い
命
が
津
波
に
よ
り
失
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
津
波
の
危
険
性
が
あ

る
沿
岸
地
域
に
お
住
い
の
方
に
は
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
一
つ
の
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
地
域
に
あ
っ
た

防
災
の
あ
り
方
が

あ
っ
て
当
然
で
あ

り
、
地
域
に
は
自
主
防
災
会
、
ま
た

消
防
団
と
い
う
地
域
に
根
ざ
し
た
防

災
組
織
が
あ
り
ま
す
。
行
政
と
連
携

し
、
一
人
で
も
災
害
で
尊
い
命
を
失

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
今
後
の
町
長

の
努
力
に
期
待
す
る
も
の
で
す
が
、

町
長
の
考
え
る
紀
北
町
の
防
災
の
あ

り
方
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

近
い
う
ち
に
高
い
確

率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震
の

発
生
と
、
こ
れ
ら
の
地
震
に
伴
う
津

波
襲
来
へ
の
避
難
対
策
に
つ
い
て

は
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
な
ど
で
よ
く

話
し
合
い
、
災
害
時
に
は
適
切
な
行

動
が
と
れ
る
よ
う
、
町
や
地
区
の
防

災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
避
難

の
仕
方
な
ど
の
訓
練
を
し
て
お
く
こ

と
が
肝
要
で
す
。
呼
崎
、
名
倉
地
区

の
津
波
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
い
ま
だ
地
区
の
方
と
の
話

し
合
い
の
場
を
設
け
て
お
ら
ず
、
早

急
に
設
定
す
る
よ
う
に
指
示
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
第
一
次
避
難
場
所
と

し
て
呼
崎
・
名
倉
地
区
の
津
波
避
難

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
な
ど
津
波
対
策

の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
は
、
町
全
体
に

優
先
順
位
を
つ
け
、
順
次
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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そ
れ
に
は
計
画
的
な
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
て
お
り
、
自
主
防
災
会
、
消

防
団
な
ど
の
方
々
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の

建
て
替
え
問
題
に
つ
い

て問
　

老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮
の
建

て
替
え
問
題
は
、
単
に
運
営

を
紀
北
町
で
い
く
の
か
、
民
営
化
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
日
本

の
た
め
に
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
く

だ
さ
っ
た
高
齢
者
の
方
々
が
、
赤
羽

寮
を
住
み
処
に
し
て
良
か
っ
た
と
心

か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
る
に
は
、
赤

羽
寮
が
ど
う
変
わ
れ
ば
よ
い
か
と
い

う
こ
と
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面

で
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
町
長
は
、国
・

県
の
補
助
金
制
度
を
含
め
て
勉
強
し

て
い
く
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
そ
の

成
果
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

老
人
ホ
ー
ム
の
建
て

替
え
問
題
に
つ
い
て
は
、
一

年
間
勉
強
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
鋭
意
勉
強

中
で
あ
り
、
公
営
か
民
営
か
に
つ
い

て
も
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
老
朽
化
が
大
変
著
し

い
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
営
で

あ
れ
、
民
営
で
あ
れ
、
い
ま
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
、
少
し
で

も
安
心
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

施
設
の
改
修
が
必
要
と
判
断
し
、
本

年
度
に
お
い
て
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
設
置
、
来
年
度
は
床
の
修
繕
を
実

施
す
る
考
え
で
す
。
今
後
の
運
営
方

針
に
関
し
て
は
、
大
き
な
判
断
を
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
民
営
で
い

く
な
ら
ば
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
と

こ
ろ
を
探
す
必
要
も
あ
り
、
そ
う
い

う
部
分
も
含
め
て
研
究
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
老
人
ホ
ー
ム

の
問
題
に
つ
い
て
も
ま
ち
づ
く
り
と

一
緒
で
、
住
み
処
と
し
て
良
か
っ
た

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
施
設
に
な
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

庁
舎
移
転
と
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て

問
　

平
成
17
年
10
月
11
日
に
合

併
し
、
本
庁
舎
は
暫
定
的
に

旧
海
山
町
庁
舎
に
設
置
さ
れ
、
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。
町
長
は
、
平
成

25
年
１
月
に
旧
尾
鷲
高
校
長
島
分
校

跡
に
移
転
を
完
了
す
る
と
の
考
え
を

お
示
し
さ
れ
ま
し
た
が
、
再
度
そ
の

決
意
の
ほ
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま

た
、
庁
舎
移
転
に
伴
い
玉
地
区
は
さ

ら
に
発
展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
新
町
か
ら
銀
行
が
撤
退
し
、
ま

す
ま
す
新
町
通
り
が
衰
退
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま

す
。
海
山
区
に
お
い
て
も
同
様
で
、

庁
舎
移
転
後
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
が

重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

庁
舎
移
転
に
つ
い
て

は
、
尾
鷲
高
等
学
校
長
島
分

校
跡
地
へ
平
成
25
年
１
月
に
移
転
す

べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
れ
は
明
確
な
私
の
意
思
と

判
断
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

現
在
、
職
員
で
構
成
す
る
庁
舎
移
転

検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
行
政
組

織
や
課
な
ど
の
配
置
だ
け
で
な
く
、

本
庁
舎
移
転
後
の
海
山
庁
舎
、
紀
伊

長
島
総
合
支
所
の
活
用
も
検
討
し
て

お
り
、
議
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
本
庁
舎
移
転
及
び
移
転

に
伴
う
関
連
事
業
も
あ
わ
せ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
紀

伊
長
島
区
の
新
町
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
海
山
区
に
お
い
て
も
同
じ
で
、

民
間
に
よ
る
部
分
も
大
変
多
く
あ
り

ま
す
。
基
本
的
に
は
、
そ
の
民
間
活

力
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

そ
の
手
助
け
を
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
に
す
る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。そ
れ
に
は
周
辺
整
備
も
含
め
て
、

民
間
の
方
と
も
十
分
に
話
し
合
い
を

し
て
い
く
こ
と
が
、
解
決
に
も
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
そ
の

よ
う
な
姿
勢
で
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

岩
見
雅
夫 

議
員

住
民
の
声
に
こ
た
え
る

町
政
を

町
内
全
域
で
町
政
の
説

明
会
を
開
け

問
　

い
ま
町
民
は
、
当
面
す
る

町
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
ま
た
は

町
政
報
告
会
の
開
催

を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
町
民
の
多
く

の
声
で
す
。
今
こ
そ

町
長
の
ほ
う
か
ら
住
民
の
中
に
飛
び

込
ん
で
、
住
民
と
と
も
に
進
ん
で
い

く
の
が
基
本
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。答　

　
　

当
面
す
る
町
政
の
重

要
課
題
に
つ
い
て
、
特
に
重

要
な
も
の
と
し
て
は
紀
北
中
学
校
の

改
築
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
、
本
庁

舎
移
転
、
損
害
賠
償
請
求
事
件
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
重
要
課
題

を
解
決
し
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
に
お
け
る
関
係

者
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
住
民
説
明
会
や
町
政

報
告
会
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
は
当

初
予
算
の
事
業
の
報
告
な
ど
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
の
校
区
単
位
で
報
告
会
を
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
少

し
で
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
の
機
会

を
つ
く
り
、
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

依
然
と
し
て
町
民
に
不

安
押
し
付
け

損
害
賠
償
請
求
事
件
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問
　

紀
北
町
の
健
全
な
発
展
を

大
き
く
阻
害
し
て
い
る
の

は
、
損
害
賠
償
請
求
事
件
で
す
。
５

月
27
日
の
進
行
協
議
で
は
、
原
告
側

代
理
人
を
追
加
し
た
り
、
損
害
賠
償

額
を
約
12
億
８
千
万
円
に
変
更
し
た

と
思
っ
た
ら
、
本
年
６
月
３
日
に
は

60
億
円
に
増
額
し
た
り
、
ま
た
口
頭

弁
論
期
日
直
前
に
な
っ
て
、
期
日
変

更
の
申
請
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
現
在

の
進
行
状
況
を
見
る
と
、
極
め
て
遺

憾
な
状
況
に
あ
る
と
判
断
し
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
町
民
を
背
景
に
し
た

重
要
な
問
題
で
す
。
今
後
は
、
町
の

代
理
人
弁
護
士
に
よ
る
説
明
や
学
習

の
場
を
要
請
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
住
民
も
含
め
た
形
で
運
動
化
し

て
い
く
よ
う
な
強
い
体
制
づ
く
り
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

弁
論
期
日
の
延
長
に

つ
い
て
は
、
原
告
か
ら
７
月

15
日
付
け
で
、
提
出
し
て
い
る
も
の

以
外
に
現
時
点
で
提
出
で
き
る
書
面

は
な
く
、
10
月
31
日
ま
で
に
主
張
書

面
を
す
べ
て
提
出
す
る
予
定
で
あ
る

の
で
、
11
月
８
日
ま
で
延
期
を
求
め

る
期
日
変
更
申
請
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
町
と
し
て
は

被
告
の
反
論
も
相
当
の
日
数
を
要
す

る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
迅
速

な
訴
訟
進
行
を
図
る
た
め
に
も
、
原

告
に
対
し
、
10
月
31
日
の
段
階
で
、

随
時
、
段
階
的
に
主
張
書
面
、
証
拠

な
ど
を
提
出
す
る
よ
う
訴
訟
指
揮
さ

れ
た
い
と
、
裁
判
所
に
上
申
書
を
提

出
し
た
次
第
で
す
。
ま
た
、
原
告
か

ら
訴
え
変
更
申
立
書
が
裁
判
所
に
提

出
さ
れ
、
請
求
金
額
な
ど
を
変
更
し

て
い
る
こ
と
は
公
然
の
事
実
で
す

が
、
次
回
の
口
頭
弁
論
で
双
方
陳
述

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
内
容
に
対
す
る
町
の
回
答
は
控
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
に
お

い
て
は
、
訴
訟
代
理
人
で
あ
る
弁
護

士
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的

に
情
報
収
集
に
努
め
、
行
政
が
行
う

べ
き
調
査
、
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い

く
ほ
か
、
議
員
は
じ
め
町
民
の
皆
様

や
職
員
間
の
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

就
学
援
助
の
拡
大
　

高
校
無
償
化
の
成
立
に

つ
い
て

問
　

本
年
３
月
に
国
会
で
高
校

無
償
化
法
案
が
成
立
し
、
三

重
県
で
も
高
校
授
業
料
が
実
質
無
償

化
と
な
り
、
安
心
し
て
勉
学
に
励
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
に
対

す
る
支
援
制
度
は
、
他
に
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
周
知
方
法
な
ど
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答   　
　
　

就
学
援
助
の
拡
大
と

し
て
国
の
費
用
に
よ
り
、
公

立
高
校
の
授
業
料
の
無
償
化
と
、
国

立
、
私
立
高
校
な
ど
の
生
徒
の
授
業

料
に
充
て
る
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
を
創
設
し
、
家
庭
の
教
育
費
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
が
開
始
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、

福
祉
関
係
の
支
援
制
度
と
し
て
、
社

会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
と
し
、
低
所

得
者
世
帯
な
ど
へ
の
福
祉
援
助
を
目

的
に
、
教
育
支
援
金
と
し
て
無
利
子

で
お
貸
し
す
る
生
活
福
祉
資
金
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉

保
健
課
を
窓
口
と
し
て
、
経
済
的
自

立
や
子
ど
も
の
福
祉
を
促
進
す
る
た

め
の
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
も
あ
り
ま

す
。
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準

の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、
就

学
に
対
す
る
援
助
は
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
今
後
と
も
広
報
き

ほ
く
や
行
政
放
送
な
ど
を
通
じ
貸
付

制
度
な
ど
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、

活
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

役
場
前
三
交
バ
ス
停
に

乗
客
用
か
け
椅
子
と
雨

除
け
の
屋
根
な
ど
の
設

置
を

問
　

役
場
前
の
バ
ス
停
で
、
長

時
間
待
っ
て
い
る
方
が
い
ま

す
。
椅
子
を
設
置
す
る
な
ど
の
工
夫

が
で
き
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

役
場
前
の
バ
ス
停

は
、
道
路
の
幅
員
も
狭
く
、

歩
道
も
人
一
人
通
る
の
が
や
っ
と
の

広
さ
し
か
な
く
、
ベ
ン
チ
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
待
ち
時
間
が
長
く

な
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
役
場
の
窓

口
や
町
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
誘
導
看
板
な
ど
を
設

置
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
き
め
細
か
な
配
慮

が
今
後
の
施
策
に
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。東

清
剛 

議
員

変
革
と
協
働
が
基
本

テ
ー
マ
の
町
政
に
つ
い
て

問
　

奨
学
金
貸
与
制
度
に
つ
い

て
、
以
前
か
ら
額
の
見
直
し

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

22
年
度
に
お
い
て
は
、
額
の
見
直
し

は
さ
れ
ず
、
予
算
的
に
大
学
生
の
貸

与
枠
を
10
名
か
ら
15
名
に
拡
充
し
た

だ
け
で
す
。
今
後
、
見
直
す
考
え
は

あ
る
か
ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。
ま

た
、
地
元
に
帰
っ
て
き
て
勤
め
た
と

き
の
免
除
制
度
な
ど
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
研
究
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

く
る
ま
ざ
会
議
に
つ
い
て
は
、
町

長
は
、
町
民
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
、
テ
ー
マ
ご
と
に
委
員
を
公

募
し
、
会
議
を
進
め
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
経
緯
が
ま
っ

た
く
伝
わ
っ
て
き
ま

せ
ん
。
開
催
状
況
な

ど
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　

住
民
課
・
室
の
窓
口
業
務
に
つ
い

て
、
７
月
30
日
ま
で
の
試
行
期
間
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
来
年
の
３
月

ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

試
行
期
間
の
結
果
報
告
も
な
い
ま
ま
、

期
間
の
延
長
を
行
っ
た
も
の
で
す
が
、

延
長
さ
れ
た
理
由
な
ど
を
お
伺
い
し

ま
す
。

　

損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
は
、

対
策
チ
ー
ム
を
設
け
、
裁
判
の
状
況
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を
把
握
し
、行
政
が
行
う
べ
き
調
査
・

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
が
、
名
古
屋
高
裁
の
判
決
文
な

ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
ら

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。　答　

　
　

紀
北
町
で
も
、
篤
志

家
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を

基
に
し
て
、
優
秀
で
学
習
意
欲
の
高

い
若
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸
与
し

て
い
ま
す
。
貸
与
額
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
ど
う
す
る
の

か
、
ま
た
返
還
金
を
主
な
財
源
と
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
増
額
は
見

送
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
奨
学
金

を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
に
一
人

で
も
多
く
貸
与
し
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
大

学
生
の
新
規
貸
与
枠
を
10
名
か
ら
20

名
に
拡
充
し
ま
し
た
。
実
績
に
つ
い

て
は
、
大
学
生
６
名
に
貸
与
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
免
除
の
問
題
も
含
め
、
奨
学
金

制
度
の
充
実
と
改
善
を
観
点
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

く
る
ま
ざ
会
議
に
つ
い
て
は
、
私

の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
変

革
と
協
働
、
す
べ
て
は
住
民
目
線
で
、

住
民
と
と
も
に
と
い
う
基
本
姿
勢
に

基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
３
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

一
般
公
募
に
よ
る
方
や
知
識
経
験
者

な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
お
お
む
ね
10

名
の
方
々
を
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、

会
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
役
場

の
窓
口
対
応
に
か
か
わ
る
も
の
か
ら
、

福
祉
、
環
境
、
建
設
、
防
災
、
教
育
、

財
政
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
方

面
に
わ
た
る
も
の
で
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
応
、
８

名
の
委
員
で
２
回
開
催
し
、
会
議
は

終
了
し
て
い
ま
す
。
銚
子
川
流
域
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
９
名
の

委
員
と
と
も
に
２
回
開
催
し
て
お
り
、

清
流
銚
子
川
に
対
す
る
思
い
や
意
見
、

活
動
団
体
の
方
か
ら
の
取
り
組
み
の

報
告
な
ど
、
活
発
な
ご
発
言
が
続
い

て
お
り
、
次
回
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
か
ら
の
ご
提
言
を
い
た
だ
い
て
、

会
議
を
終
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
き
ほ
く
町
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て
は
、
10
名
の
委
員
で
２

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
観
光
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
方
面
で
活
発
に
活
動

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

具
体
的
で
専
門
的
な
ご
意
見
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。
次
回
は
紀
北
町
の

景
観
や
文
化
、
歴
史
な
ど
を
テ
ー
マ

に
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
会
議
を

終
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
委

員
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
提

言
、
ご
指
摘
は
、
今
後
の
行
政
経
営

の
参
考
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
し
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
新

た
な
テ
ー
マ
に
よ
る
く
る
ま
ざ
会
議

の
開
催
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

住
民
課
・
室
の
窓
口
延
長
業
務
に

つ
い
て
、
７
月
30
日
ま
で
の
実
績
は
、

本
庁
で
は
一
日
平
均
０
・
３
４
７

人
、
総
合
支
所
で
は
一
日
平
均
０
・

３
４
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
働
い

て
い
る
住
民
に
と
っ
て
は
便
利
な
こ

と
で
す
が
、
費
用
対
効
果
の
問
題
な

ど
、
半
年
の
間
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
点
が
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
、
住
民
の
方
が
ど
の
よ

う
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
望
ま
れ
て
い

る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
本
実
施
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
材
料
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
で
、
今
年
度
末
ま
で
試

行
期
間
の
延
長
を
す
る
も
の
で
す
。

　

損
害
賠
償
請
求
事
件
対
策
チ
ー
ム

の
活
動
状
況
で
す
が
、
規
制
対
象
場

認
定
処
分
取
消
請
求
事
件
に
対
す
る

名
古
屋
高
裁
の
判
決
文
の
中
身
に
つ

い
て
の
検
討
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
の
活
動
状
況
と
し
て
は
、
第
９

回
口
頭
弁
論
終
了
後
に
状
況
報
告
を

行
い
、
双
方
に
お
け
る
準
備
書
面
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
問
題
点
の
整

理
を
し
ま
し
た
。
現
段
階
で
は
、
損

害
賠
償
請
求
事
件
に
お
け
る
町
の
求

釈
明
に
対
し
、
原
告
か
ら
き
ち
ん
と

し
た
釈
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
、
対
策
チ
ー
ム
に
と
っ
て
も

活
動
す
る
た
め
の
具
体
的
な
材
料
に

乏
し
く
、
現
時
点
で
は
大
き
な
活
動

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
原
告
か

ら
具
体
的
な
釈
明
が
な
さ
れ
て
い
く

中
で
、
訴
訟
代
理
人
の
弁
護
士
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
情

報
収
集
に
努
め
、
行
政
が
行
う
べ
き

調
査
・
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
く
ほ

か
、
町
民
の
皆
様
や
職
員
間
の
情
報

の
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。東

澄
代 

議
員

高
速
道
路
開
通
に
伴
う

町
の
物
産
振
興
策
に
つ

い
て

問
　

高
速
道
路
開
通
後
の
紀
北

町
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、

早
期
に
物
産
振
興
策
を
実
施
す
る

こ
と
が
緊
急
課
題
だ

と
認
識
す
る
も
の
で

す
が
、
町
長
は
、
食

を
核
と
し
た
紀
北
ブ

ラ
ン
ド
の
評
価
を
目

指
し
、
地
域
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進

委
員
会
（
仮
称
）
を
平
成
22
年
度
内

に
立
ち
上
げ
、
各
種
物
産
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
場

産
業
の
育
成
を
図
る
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
が
、
い
ま
だ
ブ
ラ
ン
ド
推
進
委

員
会
の
発
足
等
に
向
け
た
具
体
的
な

施
策
展
開
の
動
き
が
見
え
て
い
ま
せ

ん
。
個
人
の
ア
イ
デ
ア
や
資
金
面
な

ど
に
お
い
て
制
約
ま
た
は
制
限
が
あ

り
ま
す
。
同
じ
意
欲
の
あ
る
人
た
ち

が
集
い
、
紀
北
町
の
活
性
化
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
る
今
般
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
推
進
委
員
会
を
早
期
に
発
足

さ
せ
、
住
民
主
体
に
よ
る
紀
北
町
の

地
域
振
興
策
の
支
援
を
実
施
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
の
た
め
の
具
体
的
な
体
制
づ
く
り

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
と
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

町
長
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答　
　
　

現
在
、
紀
北
町
に
お

い
て
は
、
豊
か
な
自
然
の
中

で
育
ま
れ
た
魚
を
中
心
と
し
た
豊
富

な
食
材
が
あ
り
、
そ
う
し
た
食
材
を

核
に
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
２
月
に

産
官
学
連
携
に
よ
り
ま
し
て
、
町
内

有
志
の
方
10
名
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

の
勉
強
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

南
伊
勢
町
へ
の
視
察
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
９
月
に
開
催
し

た
く
る
ま
ざ
会
議
で
は
、
食
に
テ
ー

マ
を
絞
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
く

る
ま
ざ
会
議
に
参
加
い
た
だ
い
て
い

る
委
員
の
皆
様
に
も
お
願
い
し
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会
（
仮
称
）

を
発
足
し
、
具
体
的
な
商
品
化
に
向

け
た
勉
強
会
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
紀
北
町
商
工
会

に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
組
み
を
進

め
ら
れ
て
お
り
、
お
互
い
に
つ
な
が

り
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
部
分
で

行
政
と
し
て
は
民
間
の
皆
様
の
力
が

発
揮
で
き
る
よ
う
な
場
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
そ
の

中
に
は
三
重
大
学
の
渡
邊
名
誉
教
授

や
商
工
会
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
団

体
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、
連
携
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
三
浦
休
憩
所
の
在
り
方
も

含
め
、
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
誘
客
を
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
う
い
う
方
た

ち
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
紀
北
町
を

活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。松

永
征
也 

議
員

新
地
方
公
会
計
に
よ
る

財
務
諸
表
の
作
成
に
つ

い
て

問
　

町
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
財
政
運

営
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
財
政
状
況

を
し
っ
か
り
と
分
析

し
な
が
ら
、
無
駄
の

な
い
、
真
に
町
民
に

必
要
な
事
業
を
効
果

的
に
、
し
か
も
計
画
的
に
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
平
成
18
年

に
行
財
政
改
革
推
進
法
が
成
立
し
、

地
方
自
治
体
の
資
産
と
債
務
の
改
革

の
一
環
と
し
て
、
企
業
会
計
に
準
じ

た
新
た
な
地
方
の
公
会
計
の
整
備
が

規
定
さ
れ
、
民
間
企
業
の
発
生
主
義

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
財
務
諸

表
、
い
わ
ゆ
る
貸
借
対
照
表
、
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計
算

書
、
資
金
収
支
計
算
書
の
４
表
の
作

成
を
地
方
自
治
体
に
求
め
て
お
り
、

全
国
的
に
は
す
で
に
60
％
以
上
の
市

町
村
が
作
成
済
み
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

今
回
の
地
方
公
会
計

制
度
改
革
は
、
地
方
分
権
の

流
れ
の
加
速
化
に
合
わ
せ
、
既
存
の

財
政
指
標
だ
け
で
な
く
、
財
政
状
況

を
総
合
的
か
つ
長
期
的
に
把
握
す
る

た
め
、
企
業
会
計
的
手
法
の
導
入
が

必
要
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
総

務
省
よ
り
、
新
地
方
公
会
計
制
度
研

究
会
報
告
書
で
示
さ
れ
た
普
通
会
計

ベ
ー
ス
及
び
連
結
ベ
ー
ス
の
財
務
４

表
、
す
な
わ
ち
貸
借
対
照
表
、
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
、資
金
収
支
計
算
書
、

純
資
産
変
動
計
算
書
を
、
３
年
な
い

し
５
年
後
ま
で
に
整
備
す
る
こ
と
が

要
請
さ
れ
、
紀
北
町
の
場
合
は
５
年

後
の
平
成
23
年
ま
で
に
整
備
す
る
必

要
が
あ
り
、
本
町
で
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
資
産
の
洗
い
出
し
に
着
手

し
、
普
通
財
産
の
洗
い
出
し
及
び
評

価
を
平
成
21
年
度
に
終
え
、
引
き
続

き
普
通
財
産
以
外
の
行
政
財
産
な
ど

の
洗
い
出
し
及
び
評
価
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
財

務
会
計
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
新

公
会
計
制
度
に
対
応
す
る
た
め
平
成

21
年
度
に
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

平
成
22
年
度
当
初
予
算
か
ら
運
用
を

開
始
し
て
お
り
、
平
成
22
年
度
決
算

に
基
づ
く
財
務
諸
表
４
表
を
平
成
23

年
度
中
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。
コ

ス
ト
意
識
を
持
っ
て
行
政
改
革
を
行

い
な
が
ら
、
健
全
な
町
政
運
営
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

福
祉
の
増
進
に
つ
い
て

問
　

福
祉
に
お
け
る
行
政
の
役

割
は
、
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
ら
の

超
高
齢
社
会
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
で
の
支
え
あ
い
な
ど
の

地
域
福
祉
活
動
の
基
盤
整
備
を
行
っ

て
い
く
こ
と
も
重
要
な
行
政
の
役
割

で
あ
り
、
そ
の
社
会
福
祉
法
に
基
づ

い
た
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
な
ど

は
、
行
政
の
最
も
重
要
な
役
割
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
、
当
面
す
る
福
祉

施
策
と
し
て
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
孤
立
を
防
ぐ
方
策
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

地
域
福
祉
計
画
の
特

徴
は
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が

い
者
福
祉
、
児
童
福
祉
と
い
っ
た
対

象
者
別
、
分
野
別
の
個
別
計
画
で
は

な
く
、
住
民
参
加
の
地
域
福
祉
体
制

を
構
築
し
、
高
齢
者
な
ど
の
孤
立
の

防
止
に
対
応
可
能
な
、
地
域
住
民
が

安
心
で
き
る
生
活
を
継
続
す
る
た
め

の
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
す
で
に
設
置
済
み
の

い
く
つ
か
の
計
画
書
の
内
容
や
策
定

の
過
程
、
策
定
後
の
活
用
の
実
態
を

社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
調
査
研
究
を
し
た
う
え
で
、

計
画
の
実
効
性
や
策
定
時
期
に
つ
い

て
も
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
単
身
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
状
況
の
中
、
緊
急
通
報
装

置
設
置
事
業
及
び
配
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
、
と
も
に
重
要
な
事
業
と
位

置
づ
け
て
お
り
、
民
生
委
員
な
ど
の

方
を
通
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な

方
が
満
足
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

町
長
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区
・
自
治
会
か
ら
の
要

望
状
況
に
つ
い
て

問
　

毎
年
、
地
域
住
民
か
ら
の

要
望
と
し
て
、
区
や
自
治
会

か
ら
排
水
路
の
整
備
な
ど
生
活
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
の
要
望
が
出
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

住
民
生
活
に
直
結
し
た
、
町
民
の
切

実
な
要
望
ば
か
り
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い

る
の
か
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

答　
　
　

区
・
自
治
会
か
ら
の

要
望
状
況
は
、
雨
水
や
生
活

排
水
な
ど
の
排
水
対
策
は
32
件
、
道

路
関
係
は
83
件
、
そ
の
ほ
か
１
６
８

件
で
、
合
計
２
８
３
件
の
要
望
件
数

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
件
数
は
、

排
水
対
策
は
５
件
、
道
路
関
係
は
23

件
、
そ
の
他
で
37
件
の
、
合
計
65
件

の
要
望
に
応
え
て
お
り
、
実
施
率
は

23
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
町

民
の
皆
様
の
切
実
な
要
望
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
十
分
に
応
え

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
今
後
に
お
い
て
も
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
要
望
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
生
活
排
水

を
地
下
浸
透
処
理
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
紀
北
町
を
含
め
、
県
下
で
１
市

２
町
と
い
う
こ
と
で
す
。
排
水
側
溝

な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
区
の

要
望
を
十
分
勘
案
し
た
う
え
で
実
行

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

谷
節
夫 

議
員

紀
北
町
と
産
廃
業
者
と

の
間
で
争
わ
れ
て
い
る

「
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
」

に
つ
い
て

問
　

本
損
害
賠
償
訴
訟
の
原
因

と
な
っ
た
訴
訟
は
、
規
制

対
象
事
業
認
定
処
分

取
消
請
求
事
件
で
す

が
、
こ
の
訴
訟
は
い

つ
提
訴
さ
れ
、
い
つ

結
審
し
た
の
か
、
そ

の
判
決
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
判
決
を

受
け
て
、
町
は
ど
の
よ
う
な
措
置
を

と
っ
た
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

次
に
、
昨
年
３
月
議
会
の
一
般
質

問
で
、
古
タ
イ
ヤ
事
業
に
つ
い
て
、

質
問
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
野
菜
事

業
の
疑
問
点
を
中
心
に
お
尋
ね
し
ま

す
。
ま
ず
、
原
告
の
業
者
が
計
画
し

た
野
菜
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
、

プ
ラ
ン
ト
で
行
う
計
画
で
し
た
か
。

ま
た
、
そ
の
施
設
で
ど
の
よ
う
な
野

菜
を
生
産
す
る
計
画
だ
っ
た
か
、
そ

の
販
売
計
画
や
販
売
す
る
野
菜
の
１

株
当
た
り
の
重
量
や
単
価
を
お
聞
き

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
が
非
常
に
心
配
し

て
い
る
国
家
賠
償
請
求
に
つ
い
て
、

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
ご
説
明

く
だ
さ
い
。

答　
　
　

本
件
は
、
産
廃
業
者

が
紀
伊
長
島
区
島
原
地
内
で

産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
の
建
設

を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
町
が
平
成
７

年
５
月
31
日
、
同
施
設
は
当
時
の
紀

伊
長
島
町
水
道
水
源
保
護
条
例
の

「
水
源
の
枯
渇
を
も
た
ら
し
、
ま
た

は
そ
れ
ら
の
お
そ
れ
の
あ
る
工
場
、

そ
の
他
の
事
業
場
」
に
当
た
る
と
し

て
、
規
制
対
象
事
業
場
と
認
定
し
た

た
め
、
業
者
が
そ
の
認
定
処
分
の
取

り
消
し
を
求
め
、
平
成
８
年
２
月
26

日
に
津
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た
も

の
で
す
。
平
成
９
年
９
月
25
日
、
津

地
方
裁
判
所
で
、
平
成
12
年
２
月
29

日
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
で
業
者
側

の
請
求
を
棄
却
す
る
判
決
が
あ
り
ま

し
た
が
、
最
高
裁
判
所
で
、
本
件
条

例
の
定
め
る
事
前
協
議
手
続
き
に
お

い
て
、
業
者
の
立
場
を
踏
ま
え
て
、

業
者
と
十
分
な
協
議
を
尽
く
し
、
業

者
に
対
し
て
地
下
水
使
用
量
の
限
定

を
促
す
な
ど
し
て
予
定
取
水
量
を
水

源
保
護
の
目
的
に
か
な
う
適
正
な
も

の
に
改
め
る
よ
う
適
切
な
指
導
を

し
、
業
者
の
地
位
を
不
当
に
害
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
べ
き
義
務

が
あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
っ

て
、
本
件
処
分
が
そ
の
よ
う
な
義
務

に
違
反
し
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場

合
に
は
、
本
件
処
分
は
違
法
と
な
る

と
し
、
さ
ら
に
こ
の
点
の
審
理
を
尽

く
さ
せ
る
た
め
、
平
成
16
年
12
月
24

日
、「
原
判
決
を
破
棄
す
る
。
本
件

を
名
古
屋
高
等
裁
判
所
に
差
し
戻

す
。」
と
の
判
決
が
あ
り
、
平
成
18

年
２
月
24
日
、
名
古
屋
高
裁
で
「
原

判
決
を
取
り
消
す
。
被
控
訴
人（
町
）

が
平
成
７
年
５
月
31
日
付
け
規
制
対

象
事
業
場
認
定
通
知
書
に
よ
っ
て
、

控
訴
人
（
業
者
）
に
対
し
て
し
た
控

訴
人
の
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設

に
対
す
る
規
制
対
象
事
業
場
認
定
処

分
を
取
り
消
す
。
訴
訟
の
総
費
用

は
被
控
訴
人
の
負
担
と
す
る
。」
と

の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
町
は
最
高

裁
に
上
告
・
上
告
受
理
申
立
を
行
い

ま
し
た
が
、
平
成
19
年
６
月
７
日
の

最
高
裁
で
「
本
件
上
告
を
棄
却
す

る
。
本
件
を
上
告
審
と
し
て
受
理
し

な
い
。
上
告
費
用
及
び
申
立
費
用
は

上
告
人
兼
申
立
人
の
負
担
と
す
る
。」

と
の
決
定
に
よ
り
敗
訴
が
確
定
し
ま

し
た
。

　

そ
の
判
決
を
受
け
て
町
の
対
応
と

し
て
は
、
広
報
き
ほ
く
で
裁
判
の
経

過
と
結
果
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
10
月
に
入
っ
て
か

ら
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
が
津
地
裁
に
提
起
さ
れ
る
と

の
情
報
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
訴
訟

に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し

た
と
こ
ろ
、
平
成
20
年
１
月
17
日
、

業
者
側
か
ら
損
害
賠
償
請
求
が
津
地

裁
に
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

廃
タ
イ
ヤ
事
業
と
野
菜
工
場
に
つ

い
て
は
、
町
側
の
主
張
と
し
て
、
原

告
が
提
出
し
て
い
る
書
面
に
不
備
、

矛
盾
が
無
数
に
存
在
す
る
た
め
、
具

体
的
な
資
料
で
詳
細
な
釈
明
を
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
が
、
詳
細
な
答

弁
に
つ
い
て
は
係
争
中
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

国
家
賠
償
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

町
が
規
制
対
象
事
業
場
と
認
定
し
た

行
政
処
分
の
取
り
消
し
が
、
即
、
国

家
賠
償
法
上
の
違
法
に
結
び
つ
く
も

町
長

町
長
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の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し

て
い
ま
す
。

答　
　
　
　
　

野
菜
工
場
の
概

略
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
、
原
告
の
ほ
う
に
詳
細
な
計
画
書

を
提
出
す
る
よ
う
に
釈
明
を
求
め
て

い
ま
す
。
概
略
で
す
が
、
廃
タ
イ
ヤ

処
理
の
熱
を
利
用
し
た
無
農
薬
野
菜

工
場
で
、
栽
培
予
定
の
野
菜
は
、
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
と
サ
ラ
ダ
菜
と
計
画
書

に
は
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
販
売
計

画
は
、
提
出
資
料
の
中
で
は
、
あ
る

業
者
と
販
売
委
託
の
覚
え
書
き
を
し

て
お
り
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
で
販
売
を

予
定
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

あ
と
詳
細
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
釈

明
を
求
め
て
い
ま
す
。

東
篤
布 

議
員

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ベ
ッ
ド
数
に
つ
い
て

問
　

前
者
議
員
か
ら
も
詳
し
く

質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

現
在
、
本
町
の
老
人
ホ
ー
ム
赤
羽
寮

も
、
将
来
、
町
営
で
い
く
の
か
、
民

営
で
い
く
の
か
と
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
ベ
ッ
ド
数
に
関
し
て
、

三
重
県
の
情
報
と
本
町
が
考
え
て
い

る
ベ
ッ
ド
数
に
つ
い
て
お
答
え
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

答　
　
　

県
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
計
画
で
は
、
上
乗

せ
も
含
め
、
平
成
23
年
度
施
設
整
備

募
集
数
と
し
て
５
１
０
床
あ
げ
て
い

ま
す
。
紀
北
町
で
は
、
み
や
ま
園
と

赤
羽
の
老
人
ホ
ー
ム
で
１
０
０
床
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
み
や
ま
園
で

20
床
の
増
床
を
行
っ
て
い
ま
す
。

矢
口
浦
津
波
対
策
に
つ

い
て

問
　

矢
口
浦
の
防
波
堤
の
で
き

て
い
る
部
分
と
で
き
て
い

な
い
部
分
。
そ
の
中

で
現
在
の
検
討
、
協

議
の
中
で
着
工
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
湾
の
中
で
避
難
場
所
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
現
状
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

答　
　
　

矢
口
地
区
の
堤
防

は
、
チ
リ
津
波
を
契
機
に
整

備
さ
れ
た
施
設
で
老
朽
化
が
著
し
い

状
況
で
す
。
平
成
19
・
20
年
度
で
三

浦
、
矢
口
漁
港
海
岸
整
備
構
想
を
策

定
し
、
平
成
22
年
５
月
に
国
・
県
に

対
し
、
事
業
概
算
要
求
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
既
設
の
防
潮
堤

約
８
７
０
ｍ
の
補
強
と
樋
門
、
陸
閘

の
改
修
を
計
画
し
て
お
り
、
事
業
費

と
し
て
は
７
億
８
、３
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
堤
防
の

な
い
部
分
が
約
１
、４
１
０
ｍ
あ
り
、

既
設
部
分
の
改
修
後
、
15
年
計
画
で

の
事
業
実
施
を
国
・
県
に
要
望
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

矢
口
地
区
の
避
難
場
所
は
、
紀
北

町
地
域
防
災
計
画
書
で
、
津
波
来
襲

時
の
一
次
避
難
場
所
が
、
生
熊
集
会

所
、
み
や
ま
園
、
善
光
寺
、
矢
口
神

社
、
県
道
矢
口
浦
上
里
線
沿
い
、
白

越
三
叉
路
を
指
定
し
て
お
り
、
地
震

の
避
難
場
所
が
、
生
熊
集
会
所
、
矢

口
小
学
校
、
矢
口
浦
集
会
所
を
指
定

し
て
い
ま
す
。

南
北
縦
貫
道
、
赤
羽
川

災
害
復
旧
工
事
の
現
状

及
び
山
本
堤
防
調
査
報

告
と
拡
幅
問
題
に
つ
い

て問
　

国
道
４
２
２
号
、
南
北
縦

貫
道
は
赤
羽
川
の
堤
防
が

ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
箇
所
が
多
く

あ
り
ま
す
。
山
本
の
堤
防
調
査
も
済

み
、
12
月
に
は
結
果
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
を
踏
ま
え
、

今
の
進
捗
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
堤
防
補
強
時
に
現
道
を
拡
幅

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　
　
　

赤
羽
川
河
口
付
近
で

は
、
土
砂
が
堆
積
し
て
河
床

が
上
昇
し
た
た
め
、
河
床
掘
削
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
16

年
９
月
の
洪
水
時
、
堤
防
か
ら
漏
水

が
あ
っ
た
と
の
情
報
か
ら
、
志
子
、

山
本
、
山
居
で
堤
防
の
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
分
析
を
基
に
堤
防
補
強
の

解
析
・
設
計
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、

年
内
に
は
完
成
す
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
結
果
を
基
に
赤

羽
川
改
修
事
業
の
検
証
を
行
う
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
は
強
固

で
安
心
安
全
な
河
川
堤
防
を
維
持
す

る
た
め
、
県
に
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　

国
道
４
２
２
号
は
、
山
本
地
区
の

赤
羽
川
左
岸
堤
防
部
分
が
、
近
畿
自

動
車
道
紀
勢
線
工
事
の
資
材
・
機
材

の
運
搬
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

環
境
面
な
ど
で
問
題
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
も
十
分
な
対
応
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
道
の
拡
幅
は
、
現
在
、
県
で
は
長

島
イ
ン
タ
ー
線
を
事
業
中
で
あ
り
、

二
重
投
資
と
な
る
た
め
、
困
難
な
状

況
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

高
速
関
連
質
疑

問
　

三
浦
の
休
憩
所
に
つ
い

て
、
町
は
ど
う
考
え
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
山
本
の
乗
り
入
れ
道

の
遮
音
壁
と
田
山
地
区
の
排
水
問
題

に
つ
い
て
、
国
交
省
の
考
え
方
を
町

が
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
お

答
え
願
い
ま
す
。

答　
　
　

三
浦
の
休
憩
施
設

は
、
本
町
の
情
報
発
信
や
産

業
振
興
に
、
ま
た
、
医
療
や
防
災
対

策
上
、
た
い
へ
ん
重
要
な
施
設
に
な

町
長

町
長
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る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
現
時
点
で

は
、
施
設
の
規
模
や
地
位
付
け
、
開

通
後
の
運
営
管
理
に
つ
い
て
、
明
確

に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
地

元
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
強
く
国
土
交
通
省
に
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

山
本
の
遮
音
壁
に
つ
い
て
は
、
県

で
も
、
遮
音
壁
の
設
置
は
、
環
境
基

準
を
超
え
た
箇
所
に
設
置
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢

線
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
け
る

騒
音
評
価
が
東
長
島
・
田
山
地
区
で

は
、
環
境
基
準
を
満
た
す
結
果
が
出

て
い
る
た
め
、
長
島
イ
ン
タ
ー
線
に

遮
音
壁
を
設
置
す
る
予
定
は
、
今
の

と
こ
ろ
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

田
山
地
区
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
、

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
高
速
道
路
か
ら

田
山
川
に
一
度
に
水
が
流
出
し
な
い

よ
う
に
、
４
カ
所
の
洪
水
調
整
池
を

設
置
し
、
河
川
管
理
者
と
協
議
の
う

え
、
河
川
の
付
替
工
事
を
行
う
と
の

回
答
で
し
た
。

片
上
地
区
公
民
館
に
つ

い
て
お
願
い

問
　

公
民
館
の
中
で
特
に
今
、

一
刻
も
早
く
建
て
替
え
を
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
片
上
地

区
の
公
民
館
の
今
後
の
予
定
を
お
聞

き
し
ま
す
。

答　
　
　

片
上
集
会
所
は
、
昭

和
51
年
度
に
建
設
さ
れ
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
の
避
難

場
所
に
も
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
耐

震
構
造
で
な
い
た
め
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
避
難
で
き
る
か
、
住
民
の

方
々
が
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
要
望

書
か
ら
も
推
測
で
き
ま
す
。し
か
し
、

国
・
県
の
補
助
金
で
建
設
し
た
た
め
、

改
築
す
る
場
合
も
国
・
県
の
許
可
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地

元
の
皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
、
早
い

時
期
に
建
設
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

島
本
昌
幸  

議
員

安
心
、
安
全
な
銚
子
川

に

問
　

今
年
も
銚
子
川
で
い
た
ま

し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

銚
子
川
流
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
他

方
で
人
命
尊
重
、
安

全
第
一
と
い
う
こ

と
を
お
ろ
そ
か
に

し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
町
長
に
ご
回
答
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答　
　
　

夏
に
な
り
ま
す
と
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方

に
銚
子
川
へ
来
て
い
た
だ
き
、
観
光

産
業
の
発
展
の
面
か
ら
も
た
い
へ
ん

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
２

年
連
続
し
て
水
難
事
故
が
発
生
し
て

お
り
、
た
い
へ
ん
残
念
に
思
っ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
水
難
事
故
を
踏

ま
え
、
今
ま
で
以
上
に
遊
泳
客
に
注

意
を
促
す
た
め
、
関
係
機
関
と
と
も

に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
注
意
喚
起
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

の
管
理
人
の
方
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ

と
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
の
改
善
も
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
面

も
含
め
、
今
後
、
よ
り
安
全
安
心
に

過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

巡
回
バ
ス
の
テ
ス
ト
運

行
を

問
　

本
町
は
高
齢
化
率
が
35
・

２
％
で
あ
り
、
今
年
の
酷
暑

で
、
路
線
バ
ス
の
空
白
地
に
お
住
ま

い
の
高
齢
者
の
方
は
、
通
院
や
買
い

物
に
た
い
へ
ん
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
高
齢
化
社
会
で
す

か
ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
町
営
巡

回
バ
ス
の
調
査
運
行
を
す
る
予
定
は

な
い
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
　
　

現
在
、
本
町
で
は
、

河
合
線
、
尾
鷲
長
島
線
、
島

勝
線
の
３
つ
の
路
線
バ
ス
が
運
行
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
沿
線
に
お

い
て
も
バ
ス
停
か
ら
遠
い
地
域
も
存

在
し
ま
す
し
、
路
線
か
ら
全
く
外
れ

て
い
る
バ
ス
空
白
地
域
も
存
在
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
自
家
用
車

な
ど
の
な
い
お
年
寄
り
の
皆
様
に

と
っ
て
は
、
移
動
手
段
の
確
保
は
重

大
な
課
題
で
あ
り
、
昨
年
バ
ス
に
係

る
状
況
を
調
査
し
、
今
年
度
は
地
域

公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
て
、
課
題

の
解
消
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
バ

ス
の
主
な
利
用
目
的
は
、
病
院
へ
の

通
院
と
買
い
物
で
し
た
。
今
後
は
高

齢
者
を
主
な
対
象
と
し
て
、
周
辺
地

域
か
ら
中
心
地
域
へ
向
か
う
買
い
物

と
、
通
院
を
目
的
と
し
た
乗
合
タ
ク

シ
ー
な
ど
に
よ
る
運
行
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
来
年
度
か
ら
試
験
運
行

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
営
住
宅
の
耐
震
診
断

は
完
了
し
て
い
る
の
か

問
　

海
山
区
汐
見
の
あ
け
ぼ
の

団
地
Ａ
棟
と
Ｂ
棟
、
役
場
の

す
ぐ
近
く
の
汐
ノ
津
呂
団
地
は
、
30

年
以
上
経
ち
、
個
人
的
に
耐
震
の
心

配
を
し
て
い
ま
す
が
、
耐
震
診
断
は

済
ん
で
い
ま
す
か
。
ま
た
、
あ
け
ぼ

の
団
地
の
階
段
の
と
こ
ろ
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
落
ち
、
鉄
筋
が
丸
見
え
の

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
町
営
住
宅
の

点
検
は
、
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

答　

 　

汐
ノ
津
呂
団
地
と
あ

け
ぼ
の
団
地
の
耐
震
診
断
に

つ
い
て
は
、
壁
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
の
安
全
に
必
要
な
技
術
基
準
と
な

る
、
床
面
積
当
た
り
に
対
す
る
壁
の

長
さ
の
合
計
が
、
基
準
の
数
値
を
超

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
行
の

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
と
判
断

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
点
検
に
つ
い

町
長
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て
は
、
定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
集
合
団
地
に

は
、
町
の
ほ
う
か
ら
１
名
の
管
理
人

さ
ん
を
お
願
い
し
、
管
理
人
さ
ん
か

ら
そ
の
よ
う
な
通
報
、
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
そ
の
都
度
対
応
し
て
い

る
状
況
で
す
。

中
津
畑
正
量 

議
員

地
域
公
共
交
通
会
議
の

結
果
に
つ
い
て

問
　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

は
じ
め
、
各
種
の
調
査
に
よ

り
町
民
の
公
共
交
通
に
対
す
る
現
状

が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
長
は
ど
の
よ

う
に
こ
れ
ら
を
受

け
止
め
て
い
る
か

お
伺
い
し
ま
す
。

①
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て②
老
人
ク
ラ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

つ
い
て

③
公
共
交
通
の
課
題
に
つ
い
て

④
今
後
の
方
向
に
つ
い
て

答　
　
　

①
地
域
公
共
交
通
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
昨
年
11
月
に
町
内
２
千
世
帯
を

対
象
に
配
付
し
、
９
３
１
世
帯
か
ら

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
自
動
車
運
転

免
許
を
保
有
し
て
い
な
い
世
帯
は

18
・
９
％
、
自
動
車
を
保
有
し
て
い

な
い
世
帯
は
18
・
３
％
で
、
公
共
交

通
が
必
要
な
人
が
い
る
世
帯
は
43
・

８
％
、
外
出
時
に
交
通
機
関
が
な

く
て
困
る
こ
と
が
あ
る
世
帯
が
46
・

６
％
と
あ
り
、
４
割
強
の
世
帯
が
公

共
交
通
は
必
要
と
回
答
さ
れ
て
い
ま

す
。
バ
ス
の
利
用
目
的
は
、
通
院
、

買
い
物
、
役
場
な
ど
の
公
共
施
設
が

上
位
を
占
め
、
今
後
の
バ
ス
の
利
用

意
向
は
、
利
用
し
た
い
が
29
・
３
％
、

条
件
が
合
え
ば
利
用
し
た
い
が
34
・

８
％
で
、
結
果
と
し
て
は
、
特
に
高

齢
者
世
帯
が
、
自
動
車
や
運
転
免
許

の
保
有
状
況
が
低
く
、
通
院
や
買
い

物
を
目
的
に
バ
ス
を
必
要
と
し
て
い

る
現
状
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

②
高
齢
者
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め

に
実
施
し
た
調
査
で
、
バ
ス
停
か
ら

遠
い
地
域
や
バ
ス
空
白
地
に
あ
る
老

人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
聞
き
取
り
調
査

を
基
本
に
実
施
し
ま
し
た
。
一
般
の

世
帯
と
比
べ
、
高
齢
者
世
帯
は
、
自

動
車
な
ど
の
移
動
手
段
の
所
有
率
が

低
く
、
そ
の
分
、
バ
ス
を
利
用
す
る

世
帯
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
利
用
目
的
に
お

い
て
、
通
院
と
買
い
物
が
他
の
項
目

に
比
べ
て
突
出
し
て
い
ま
し
た
。

③
本
町
に
は
３
つ
の
バ
ス
路
線
が
あ

り
ま
す
が
、
利
用
者
が
少
な
く
、
す

べ
て
赤
字
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
負
担
も
増
加
し
て
お
り
、

将
来
的
な
存
続
が
危
惧
さ
れ
る
状
況

で
す
。
ま
た
、
本
町
の
地
形
は
南
北

に
長
く
、
広
く
地
域
が
分
散
し
て
お

り
、
町
内
全
体
あ
る
い
は
地
域
全
体

を
巡
回
す
る
よ
う
な
ル
ー
ト
設
定
は

し
づ
ら
い
状
況
で
す
。

④
公
共
交
通
を
望
む
声
は
比
較
的
元

気
な
高
齢
者
に
多
く
、
今
後
の
利
用

意
向
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
方
の
利
用
目
的
と
し

て
、
通
院
や
買
い
物
が
多
い
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
対
象
者
や
利
用
目
的

を
特
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者

の
利
便
性
を
確
保
し
た
路
線
の
運
行

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
高
齢
者
を
主

な
対
象
と
し
て
、
周
辺
地
域
か
ら
中

心
地
域
へ
向
か
う
買
い
物
と
通
院
を

目
的
と
し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

運
行
で
す
。

　

最
後
に
７
月
27
日
に
第
１
回
紀
北

町
地
域
交
通
会
議
を
開
催
し
、
昨
年

度
の
調
査
報
告
と
今
後
の
検
討
方
針

を
説
明
し
、
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。鳥

獣
害
防
止
に
つ
い
て

問
　

鳥
獣
害
被
害
の
問
題
は
、

農
作
物
の
金
銭
的
な
被
害
に

と
ど
ま
ら
ず
、
農
業
林
業
に
対
す
る

重
大
問
題
と
し
て
、
対
策
強
化
を
図

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
３
点
を

町
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

①
被
害
を
防
除
す
る
対
策
の
強
化
を

と
い
う
こ
と
で
、
獣
害
防
止
の
た
め

の
補
助
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

②
駆
除
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
、
駆

除
す
る
猟
友
会
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
機
動
的
な
防
除
に

専
念
す
る
体
制
、
専
任
班
の
設
置
を

す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

③
鳥
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
へ
の

援
助
に
つ
い
て
、
地
域
の
現
場
に
即

し
た
相
談
や
講
演
、
指
導
を
丁
寧
に

住
民
と
と
も
に
取
り
組
む
体
制
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。答　

 　

①
本
町
で
は
、
簡
易

電
柵
や
ト
タ
ン
、
網
な
ど
に

よ
る
防
護
柵
を
設
置
し
た
場
合
、
農

業
者
に
対
し
、
水
稲
、
柑
橘
の
耕
作

で
は
、
２
分
の
１
補
助
で
最
高
10
万

円
、
野
菜
に
つ
い
て
は
最
高
５
万

円
ま
で
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
㎡
以
上
の
農
地
と
い
う
面
積

要
件
が
あ
り
、
小
規
模
な
家
庭
菜
園

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、今
後
、

近
隣
市
町
の
近
況
も
踏
ま
え
、
再
度

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
駆
除
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
の

方
々
が
一
手
に
引
き
受
け
て
く
だ
さ

り
、
町
民
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
イ
ノ
シ

シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
も
対
象
に
含
め
た

報
償
費
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
獣

害
担
当
専
任
班
に
つ
い
て
は
、
職
員

で
組
織
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

尾
鷲
市
で
実
施
し
て
い
る
緊
急
雇
用

創
出
事
業
を
活
用
し
た
獣
害
対
策
を

参
考
に
、
専
門
員
の
設
置
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
昨
年
、
紀
北
町
鳥
獣
害
防
止
総
合

対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
古
里
、

道
瀬
地
区
合
同
研
修
会
の
ほ
か
、
尾

鷲
市
鳥
獣
害
防
止
対
策
協
議
会
と
共

催
で
、
獣
が
住
み
に
く
い
環
境
に
つ

い
て
、
２
回
開
催
し
ま
し
た
。
平
成

22
年
度
は
、
道
瀬
で
集
団
追
い
払
い

の
実
践
や
尾
鷲
市
協
議
会
と
共
催
で

町
長

町
長
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サ
ル
被
害
対
策
講
演
会
、
古
里
・
道

瀬
地
区
の
樹
園
地
周
辺
の
緩
衝
帯
設

置
打
ち
合
わ
せ
会
や
説
明
会
、
矢
口

浦
獣
害
対
策
研
修
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
研
修
会
、
講
習
会
並
び
に
実

践
的
追
い
払
い
は
、
継
続
し
て
実
施

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
さ
ら
に
、
県
と

連
絡
を
密
に
し
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
な
っ
て
体
制
を
構
築
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

奥
村
武
生 

議
員

引
本
浦
の
過
疎
化
対
策

に
つ
い
て

問
　

少
子
化
と
密
接
に
結
び
つ

く
、
地
区
の
過
疎
化
対
策
を

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
小

学
生
の
い
る
家
庭
の
た
め
の
町
営
住

宅
建
設
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

答　
　
　

過
疎
化
対
策
は
引
本

地
区
に
限
ら
ず
、
全
町
的
な

対
策
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
農
林

水
産
物
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
を
、

食
品
産
業
や
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
と
連

携
し
て
利
活
用
し
、
新
た
な
付
加
価

値
を
生
み
出
す
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
や
新

産
業
を
創
出
す
る
農
山
漁
村
の
６
次

産
業
化
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
新
た

な
成
長
路
線
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
新
た
な
取
り

組
み
を
具
現
化
す
る
人
材
育
成
は
大

き
な
課
題
で
す
。
今
年
度
、
紀
北
町

を
い
き
い
き
と
活
発
な
町
に
す
る
た

め
、
町
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
異
業
種
連
携
か
ら
新

た
な
力
が
わ
き
あ
が
っ
て
く
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
い
る
家
庭
の
た
め
の
町

営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
卒

業
し
た
か
ら
と
い
っ
て
退
去
し
て
い

た
だ
く
わ
け
に
は
い
か
ず
、
短
期
的

な
施
策
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
小

学
校
の
生
徒
を
増
や
す
た
め
に
町
営

住
宅
の
考
え
は
い
か
が
な
も
の
か
と

思
い
ま
す
。

公
職
選
挙
法
に
つ
い
て

問
　

自
ら
襟
を
正
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
議
員
に
と
っ
て
、

買
収
、
供
応
、
接
待
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
い
う
も

の
が
買
収
、
供
応
、

接
待
な
の
か
ご
存

じ
な
い
町
民
の
方

も
お
ら
れ
る
の
で
、
あ
え
て
説
明
を

求
め
た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。答　

　
　
　
　

選
挙
運
動
に
伴

う
買
収
と
は
、
立
候
補
者
な

ど
が
、
選
挙
人
や
選
挙
運
動
者
に
対

し
、
金
品
や
物
品
な
ど
を
配
布
し
て

投
票
を
依
頼
し
た
り
、
票
の
取
り
ま

と
め
を
依
頼
す
る
行
為
で
す
。
ま

た
、
供
応
接
待
と
は
飲
食
物
を
与
え

た
り
、
芝
居
や
遊
覧
旅
行
に
案
内
し

た
り
、
相
手
方
に
慰
安
ま
た
は
快
楽

を
与
え
て
歓
待
す
る
行
為
で
す
。
そ

れ
ら
の
行
為
に
対
し
て
公
職
選
挙
法

に
よ
り
、
き
わ
め
て
広
範
囲
か
つ
慎

重
な
処
罰
設
定
を
設
け
て
お
り
、
処

罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

沿
岸
漁
業
者
の
生
活
権

を
ど
う
守
っ
て
い
く
の

か問
　

小
商
売
と
い
わ
れ
る
漁
業

者
の
仕
事
の
中
身
や
悩
み
を

聞
い
て
、
県
水
産
と
と
も
に
生
活
権

の
確
立
に
努
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
海
山
区
の
漁
業
発
展
の

道
筋
を
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

答　
　
　

水
産
業
を
取
り
ま
く

環
境
は
た
い
へ
ん
厳
し
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
町

で
は
、
各
漁
港
・
漁
場
の
整
備
、
種

苗
放
流
、イ
セ
エ
ビ
増
殖
場
の
造
成
、

藻
場
礁
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
て
お

り
、
県
で
も
浮
漁
礁
、
大
型
漁
礁
、

ア
オ
リ
イ
カ
産
卵
礁
の
設
置
な
ど
の

基
盤
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
漁
業
近
代
化
資
金
へ
の
利
子
補

給
、
漁
業
共
済
赤
潮
特
約
へ
の
補
助

な
ど
の
漁
業
経
営
に
対
し
て
の
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
漁
業
者

と
対
話
を
行
い
、
有
効
な
支
援
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

漁
業
の
発
展
は
、
県
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
第
１
次
総
合
計
画
に
基
づ

く
施
策
の
方
向
に
沿
っ
た
水
産
業
の

振
興
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
海
山

区
の
漁
業
だ
け
で
な
く
、
紀
北
町
全

体
の
漁
業
発
展
に
努
め
た
い
と
考
え

ま
す
。

引
本
浦
に
係
る
環
境
保

全
に
つ
い
て

問
　

漁
業
組
合
が
あ
る
と
こ
ろ

の
埋
立
地
の
売
却
に
関
す
る

約
束
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
わ
か
り
ま
す
か
。

答　
　
　

引
本
港
は
県
が
管
理

す
る
地
方
港
湾
で
、
三
重
県

の
管
理
に
属
す
る
港
湾
区
域
及
び
港

湾
隣
接
地
域
内
に
お
け
る
行
為
の
規

制
に
関
す
る
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
売
却
時
の
条
件
に
つ
い
て

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

相
賀
地
区
、
本
地
地
区

で
河
川
の
氾
濫
の
心
配

は
な
い
か

問
　

氾
濫
の
心
配
は
な
い
か
と

い
う
部
分
と
、
銚
子
橋
下
流

の
堤
防
の
安
全
性
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　
　
　

氾
濫
に
つ
い
て
は
、

船
津
川
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
堤

防
の
嵩
上
げ
、
河
床
の
掘
り
下
げ
な

町
長

町
長
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ど
を
実
施
し
ま
し
て
、
流
下
能
力
の

向
上
を
図
っ
て
お
り
、
県
の
考
え
方

か
ら
、
台
風
21
号
相
当
の
洪
水
か
ら

越
水
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
の
解
消

を
図
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
ま
た
堤
防
に
つ
い
て
は
県
で

も
調
査
し
、
今
現
状
で
は
ど
う
か
と

い
う
状
態
で
は
な
い
と
伺
っ
て
い
ま

す
。将

来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
大
切
に
す
る
た
め

に
通
学
路
に
問
題
は
な

い
か

問
　

小
中
学
校
の
通
学
路
に
つ

い
て
、
特
に
汐
見
橋
か
ら
県

道
へ
か
か
る
通
学
路
に
問
題
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
　
　

そ
こ
は
、
注
意
を
促

す
信
号
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

と
危
険
性
の
あ
る
通
学
路
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
学
校
単
位
で
の
通
学
指

導
の
中
で
、
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
の

登
下
校
の
安
全
指
導
も
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

銚
子
川
流
域
の
環
境
保

全
に
つ
い
て

問
　

銚
子
川
の
力
を
削
ぐ
こ
と

に
匿
名
の
訴
え
が
き
て
い
る

と
聞
き
ま
す
が
、
ど
う
い
う
訴
え

で
、
ど
う
対
応
さ
れ
た
か
お
聞
き
し

ま
す
。答　

　
　

住
民
か
ら
の
苦
情
と

し
て
は
、
平
成
22
年
度
に
騒

音
に
関
す
る
苦
情
が
１
件
あ
り
ま
し

た
。
対
応
と
し
て
は
、
環
境
管
理
課

職
員
が
現
地
に
出
向
き
、
状
況
確
認

を
行
う
と
と
も
に
、
県
に
連
絡
し
ま

し
た
。
県
が
発
生
源
を
特
定
し
、
業

者
に
指
導
し
ま
し
た
。
今
後
も
県
と

連
携
し
、
環
境
の
保
全
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

平
野
倖
規 

議
員

町
内
河
川
の
土
砂
撤
去

状
況
に
つ
い
て

問
　

平
成
16
年
度
の
災
害
に
よ

る
各
河
川
の
土
砂
撤
去
状
況

と
、
そ
れ
に
伴
う
用

水
路
の
水
利
権
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

①
三
戸
川
上
流
の
二

又
木
用
水
路
は
、
主

に
３
月
か
ら
８
月
ま
で
稲
作
に
使
用

し
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
の
災
害
に

よ
り
上
流
に
堆
積
し
た
土
砂
が
大

雨
が
降
る
度
、
用
水
路
口
に
堆
積

し
、
開
閉
不
能
と
な
り
ま
す
。
撤
去

し
た
土
の
処
理
に
つ
い
て
も
た
い
へ

ん
困
っ
て
い
ま
す
の
で
、
何
ら
か
の

処
置
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
用
水
路
の
水
利
権
に
つ
い
て

も
お
伺
い
し
ま
す
。

②
赤
羽
川
に
つ
い
て
も
、
三
戸
川
と

同
様
に
災
害
に
よ
り
、
赤
羽
川
第
一

堰
堤
の
上
流
側
に
土
砂
が
堆
積
し
、

堰
堤
の
用
を
成
し
遂
げ
て
い
な
い
状

態
で
す
。
将
来
的
に
下
流
用
水
路
も

二
又
木
用
水
路
同
様
の
問
題
が
生
じ

て
く
る
可
能
性
が
十
分
見
込
ま
れ
、

早
急
の
対
処
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
町
当
局
に
お
い
て
は
、
い
か

が
お
考
え
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答　
　
　

①
二
又
木
用
水
路
の

水
利
権
は
、
旧
河
川
法
前
か

ら
主
に
か
ん
が
い
用
と
し
て
社
会
的

に
容
認
さ
れ
、
慣
行
的
に
流
水
を
占

有
し
て
き
た
慣
行
水
利
権
と
河
川
法

第
23
条
の
規
定
に
よ
り
、
河
川
管
理

者
に
許
可
さ
れ
た
許
可
水
利
権
が
あ

り
ま
す
が
、
二
又
木
を
含
む
多
く
は

慣
行
水
利
権
に
よ
る
取
水
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
利
水
の
た
め
に

頭
首
工
の
取
水
口
付
近
の
土
砂
を
河

川
内
撤
去
す
る
こ
と
は
、
か
ん
が
い

用
水
確
保
の
た
め
に
も
必
要
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
連
絡
の
う
え
、

作
業
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
今
年

度
も
水
利
組
合
の
要
望
の
も
と
、
町

の
修
繕
費
に
よ
り
土
砂
撤
去
を
実
施

し
ま
し
た
。
一
方
、県
に
お
い
て
は
、

災
害
後
、
広
域
的
な
治
水
を
主
眼
に

改
修
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
完
成
も

近
い
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

安
定
的
な
利
水
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
も
、
抜
本
的
な
河
川
改
修
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

②
河
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
県
は
無
秩
序
な
河
川

の
砂
利
採
取
は
、
護
岸
な
ど
の
施
設

に
悪
影
響
を
与
え
る
と
の
観
点
か

ら
、
新
規
箇
所
の
採
取
を
制
限
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
９
月
の
災

害
を
契
機
に
、
治
水
上
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
河
川
堆
積
土
砂
撤
去

方
針
を
定
め
、
河
川
管
理
者
以
外
の

砂
利
採
取
組
合
に
よ
る
土
砂
撤
去
を

可
能
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
数
箇

所
で
組
合
に
よ
る
土
砂
撤
去
が
行
わ

れ
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
実
施

さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
も
、
今
後
も
洪
水
に
よ
る
河
床
等

の
状
況
変
化
を
把
握
し
て
、
災
害
を

未
然
に
防
げ
る
よ
う
要
望
す
る
と
と

も
に
、
町
管
理
区
間
に
お
い
て
も
適

切
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
赤
羽
川
第
一
堰
堤

よ
り
上
流
は
町
が
管
理
す
る
普
通
河

川
で
、
こ
れ
ま
で
自
治
会
か
ら
も
堆

積
土
砂
撤
去
の
要
望
を
い
だ
だ
い
て

い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
砂
利
採
取

組
合
に
よ
る
土
砂
撤
去
が
最
も
有
効

な
方
法
で
す
が
、
町
の
河
床
掘
削
工

事
と
な
る
と
費
用
負
担
だ
け
で
な
く
、

土
砂
の
処
分
先
も
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
早
急
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

町
長

町
長
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町
長
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紀
北
町
水
道
水
源
保
護
地
域
の
指
定
　

水
道
水
源
保
護
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
旧
紀
伊
長
島
町
」
と
「
旧
海
山
町
」
の

合
併
後
も
直
ち
に
統
一
さ
れ
ず
、
旧
町
時
代
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
で
暫
定
施
行
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
成
22
年
６
月
に
「
紀
北
町
水
道
水
源
保
護
条
例
」
と
し
て
一
本
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
の
目
的
は
、
水
道
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
紀
北
町
民
が
安
心
し
て
飲
め
る

水
を
確
保
す
る
た
め
、
紀
北
町
の
水
道
に
係
る
水
質
の
汚
濁
を
防
止
し
、
そ
の
水
源
を

保
護
し
、
も
っ
て
町
民
の
生
命
及
び
健
康
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
紀
北
町
水
道
水
源
保
護
条
例
」
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、町
は
「
水
源
保
護
地
域
」(

左

記
の
指
定
図
・
注
釈
を
参
照)

を
平
成
22
年
10
月
末
に
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
の
水
源
保

護
地
域
内
に
お
い
て
、
事
業
者
な
ど
が
、
町
が
定
め
る
「
対
象
事
業
」(

左
記
の
注
釈
を
参
照)

を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
町
と
の
事
前
協
議
や
地
域
住
民
に
対
し
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど

の
措
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

紀
北
町
に
お
け
る
水
源

保
護
地
域
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

【
範
囲
】

１
．紀
北
町
紀
伊
長
島
区

島
原
、
大
原
、
十
須
の
地
域
。

２
．次
の
取
水
井
、
水
源
地

か
ら
上
流
域
及
び
次
の
取

水
井
、
水
源
地
を
中
心
と

し
た
半
径
１
０
０
ｍ
下
流

ま
で
の
地
域

①
銚
子
川
流
域
で
便
ノ
山

　

取
水
井

　
②
往
古
川
流
域
で
中
里
取

　

水
井

水
源
保
護
地
域

６

７

　 便ノ山取水井

　 中里取水井

③ 上里取水井

　 馬瀬取水井

　 中田取水井

　 道瀬水原地

　 紅ヶ平取水井

海
　
山
　
区

紀
伊
長
島
区 ７

６

５

４

３

２

１
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③
大
河
内
川
流
域
で
上 　

　

里
取
水
井

　
④
大
舟
川
流
域
で
馬
瀬　

   

　

取
水
井

　
⑤
大
瀬
川
流
域
で
中
田　

　

取
水
井

　
⑥
市
ノ
川
流
域
で
道
瀬　

　

水
源
地

３
．赤
羽
川
流
域
で
紅
ヶ
平

取
水
井
か
ら
上
流
域
及
び

次
の
取
水
井
を
中
心
と
し

た
半
径
３
０
０
m
下
流
ま

で
の
地
域

1
．産
業
廃
棄
物
処
理
業

　
2
．採
石
業

　
3
．前
２
号
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
、
水
質
を
汚
濁
さ

せ
、
又
は
水
源
の
枯
渇
を

も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る

事
業
で
あ
っ
て
規
則
で
定

め
る
も
の
。

対 

象 

事 

業

５

３
４２

１
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町
で
は
、
国
際
的
な
視
野
に

立
っ
た
、
地
域
や
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
材
を
育
成
し
、
資

質
の
向
上
と
町
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
海
外
研
修

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
、
こ
の
制
度
を
受

け
ら
れ
た
中
野
亜
友
菜
さ
ん
、
西

真
加
さ
ん
、東
秀
臣
さ
ん
、樋
口
は

る
か
さ
ん
の
研
修
報
告
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

 「
第
37
回
Ｊ
Ｃ
と
う
か
い
号
に
参

加
し
て
」

〜
本
気
で
向
き
合
っ
た
、
た
く
さ

ん
の
最
高
の
仲
間
と
の
出
会
い
〜

　
　
　
　
　
　

中
野　

亜
友
菜

　　

と
う
か
い
号
は
、
日
常
で
は
体

験
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
新

た
な
気
づ
き
や
目
標
も
で
き
、大

切
な
仲
間
が
沢
山
で
き
ま
し
た
。

　　

乗
船
前
は
、不
安
は
全
く
な
く
、

と
て
も
待
ち
遠
し
く
て
楽
し
み
で

し
た
。ブ
ロ
ッ
ク
ナ
イ
ト
で
は
、サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
を
さ
せ
て
頂
い
て
、

大
変
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
優
勝

目
指
し
て
、
皆
頑
張
っ
て
い
た
の

で
練
習
に
行
く
の
も
楽
し
み
で
し

た
。

　

初
め
て
の
船
旅
は
、
船
酔
い
を

す
る
こ
と
も
な
く
、
研
修
や
硫
黄

島
慰
霊
式
典
、
サ
イ
パ
ン
で
の
寄

港
地
活
動
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
毎
日
と
て
も
楽

し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
日

本
軍
と
連
合
軍
の
激
戦
地
で
あ
る

サ
イ
パ
ン
は
衝
撃
的
で
し
た
。バ

ン
ザ
イ
ク
リ
フ
で
は
、
ア
メ
リ
カ

軍
の
激
し
い
戦
闘
で
追
い
詰
め
ら

れ
た
日
本
の
兵
士
や
民
間
人
が
、

ア
メ
リ
カ
兵
の
説
得
を
聞
き
入
れ

ず
に
80
ｍ
下
の
海
に
身
を
投
じ
て

自
決
し
た
断
崖
に
実
際
に
行
き
、

今
後
の
世
界
平
和
を
願
っ
て
皆
で

献
花
を
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
祖
父
か
ら
戦
争
の
話

は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
も

リ
ア
ル
に
残
っ
て
い
る
砲
弾
跡
や

大
砲
や
戦
車
の
残
骸
を
見
て
、
ど

ん
な
気
持
ち
で
先
人
達
が
闘
っ
た

か
な
ど
、
何
十
年
経
っ
て
も
日
本

人
と
し
て
、
戦
争
に
つ
い
て
は

知
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

９
日
間
、
毎
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
向
け
て
の
企
画
や
練
習
を
し

て
い
く
う
ち
に
、
意
見
が
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
人

一
人
本
気
で
向
き
合
い
最
後
は
感

動
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

と
う
か
い
号
で
、
一
番
良
か
っ

た
と
思
う
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
の

最
高
の
仲
間
に
出
逢
え
た
こ
と
で

す
。年
齢
、
性
別
、
職
業
、
生
ま
れ

育
っ
た
場
所
も
全
く
違
う
け
れ

ど
、
皆
と
の
出
逢
い
は
か
け
が
え

の
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
と
う
か
い
号
に
乗

船
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
プ
ラ
ス

に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
成
長

で
き
た
と
思
い
ま
す
。一
生
忘
れ

る
こ
と
の
な
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

笑
い
あ
り
、涙
あ
り
、時
に
は
ぶ
つ

か
り
あ
っ
た
一
生
の
仲
間
と
の
出

会
い

　
　
　
　
　
　
　

西　
　

真　

加

　　

私
は
と
う
か
い
号
に
乗
船
す
る

前
、不
安
な
気
持
ち
半
分
、楽
し
み

な
気
持
ち
半
分
で
し
た
。と
う
か

い
号
と
い
う
の
が
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
し
、
と
う
か
い
号
と

い
う
存
在
も
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。乗
船
す
る
き
っ
か
け
と
い
う

の
は
、友
達
の
誘
い
で
し
た
。

　

乗
船
す
る
ま
で
に
も
、
三
重
の

集
ま
り
も
あ
り
、
も
う
こ
の
時
に

は
不
安
と
い
う
も
の
が
な
く
な
っ

て
お
り
、
楽
し
み
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

乗
船
す
る
と
、も
ち
ろ
ん
年
齢
・

性
別
も
違
え
ば
、
考
え
方
す
べ
て

違
う
の
に
、
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど

仲
よ
く
な
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
研
修
の
中
で
も
、

硫
黄
島
慰
霊
式
典
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。戦
争
の
話
は
今
ま
で
た

く
さ
ん
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
実
際
に
戦
争
が
あ
っ
た
場
所

に
初
め
て
行
き
ま
し
た
。そ
こ
で

今
の
日
本
が
平
和
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
先
人
達
が
い
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
い
ま
し
た
。だ
か
ら
、先

人
達
へ
感
謝
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
し
、
こ
れ
か
ら
も
平
和

を
願
い
、
次
世
代
に
も
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
各

チ
ー
ム
５
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
み
ん
な
が
力
を
あ

わ
せ
ま
し
た
。そ
の
中
で
笑
い
あ

り
、涙
あ
り
と
い
う
こ
と
は
、こ
う

い
う
こ
と
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。時
に
は
ぶ
つ
か
り
あ
う
こ
と

も
、
み
ん
な
で
良
い
も
の
を
作
り

た
い
と
い
う
仲
間
と
の
絆
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。一
生
の
仲
間
が「
と
う
か

い
号
」
で
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
と
う
か
い
号
で

出
会
っ
た
仲
間
を
大
切
に
し
て
、

こ
の
先
出
会
う
人
と
の
出
会
い
に

も
感
謝
し
て
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　 

海
外
研
修
報
告

中野亜友菜さん（後列中央）

西真加さん（前列中央）
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自
分
を
見
直
し
、
目
標
に
向
か
っ

て
日
々
の
行
動
を
変
え
て
い
く

　
　
　
　
　
　

東　
　

秀　

臣

　　

乗
船
前
は
、
出
会
い
を
求
め
て

乗
ろ
う
と
決
め
た
の
で
す
が
、
い

ざ
出
航
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
不
安

の
ほ
う
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

三
重
グ
ル
ー
プ
で
の
集
ま
り
に

は
、
な
る
べ
く
行
く
よ
う
に
は
し

た
の
で
す
が
、
仕
事
上
な
か
な
か

い
け
ず
に
い
ま
し
た
。足
を
引
っ

張
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
も
し

た
の
で
す
が
、い
つ
も
、仲
間
が
暖

か
く
迎
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

不
安
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　

６
月
５
日
出
航
日
は
、
多
く
の

人
に
見
送
ら
れ
、
約
６
０
０
人
が

ふ
じ
丸
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。尾

鷲
Ｊ
Ｃ
の
方
々
に
は
、
出
航
す
る

日
ま
で
面
倒
を
見
て
い
た
だ
き
本

当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。船

は
ホ
テ
ル
の
中
に
い
る
み
た
い
に

大
き
く
、
出
航
時
の
テ
ー
プ
投
げ

は
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

僕
た
ち
の
テ
ー
マ
は「
歩
み
」で

す
。意
味
は
自
分
の
壁
を
越
え
て
、

新
し
い
自
分
に
会
い
に
い
く
と
い

う
テ
ー
マ
で
し
た
。僕
の
目
標
は
、

自
己
成
長
で
も
あ
っ
た
の
で
、
新

し
い
一
歩
が
踏
み
出
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
期
待
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
し
た
。

　

三
重
グ
ル
ー
プ
と
や
っ
と
仲
良

く
な
れ
た
の
に
、
船
で
は
バ
ラ
バ

ラ
に
な
り
、
ま
た
新
し
い
グ
ル
ー

プ
で
の
行
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

始
め
は
ま
と
ま
り
が
無
か
っ
た
グ

ル
ー
プ
で
、
本
気
で
ぶ
つ
か
り

あ
っ
て
や
っ
て
い
く
中
で
意
見
が

合
わ
ず
、喧
嘩
も
し
ま
し
た
。で
す

が
、
最
後
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

は
３
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
本

気
で
笑
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
、
元
々
全
く
の
他
人
同
士

だ
っ
た
の
が
嘘
の
よ
う
に
、
何
で

も
言
い
合
え
る
仲
間
に
な
り
ま
し

た
。船
か
ら
降
り
た
今
で
も
、食
事

や
、
電
話
を
す
る
仲
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

船
に
は
４
人
の
講
師
の
先
生
が

い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
大
嶋

啓
介
さ
ん
の
話
が
す
ご
く
心
に
残

り
ま
し
た
。大
嶋
さ
ん
は
三
重
県

出
身
で
居
酒
屋「
て
っ
ぺ
ん
」の
代

表
取
締
役
で
す
が
、
居
酒
屋
甲
子

園
を
立
ち
上
げ
、
本
気
の
朝
礼
で

は
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

話
題
に
も
な
っ
た
方
で
す
。大
嶋

さ
ん
か
ら
は
夢
を
強
く
持
ち
、
そ

れ
を
目
標
に
変
え
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

僕
は
毎
日
の
日
々
の
中
で
、
夢

を
持
つ
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
目
標

に
向
か
っ
て
日
々
の
行
動
を
変
え

て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。自
分

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
、
将
来
は

夢
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

あ
き
ら
め
な
い
、
自
分
の
可
能
性

に
賭
け
て
み
よ
う

　
　
　
　
　
　

樋
口　

は
る
か

　　

乗
船
す
る
前
は
、
大
き
な
船
と

人
に
圧
倒
さ
れ
、
楽
し
み
よ
り
も

不
安
の
方
が
強
く
て
マ
イ
ナ
ス
な

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
気
持
ち
か
ら
入
っ
た
事

も
あ
り
、
船
内
の
元
気
す
ぎ
る
雰

囲
気
に
押
さ
れ
、
チ
ー
ム
ア
ワ
ー

の
時
も
自
分
か
ら
の
発
言
は
、
避

け
て
い
ま
し
た
。３
日
目
位
か
ら

船
の
生
活
に
慣
れ
始
め
、
余
裕
が

出
て
き
て
、
少
し
ず
つ
船
で
の
楽

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。特
に
朝
一
番
に
入
る
お
風
呂

は
貸
し
切
り
状
態
で
、
海
だ
け
が

見
え
て
「
サ
イ
コ
ー
!
!
」
で
し

た
。

　

37
回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船
と
う
か
い

号
の
テ
ー
マ
は
「
歩
み
」
で
す
。最

初
の
一
歩
と
な
る
出
港
の
時
、
数

え
き
れ
な
い
テ
ー
プ
が
見
送
る
人

達
に
一
斉
に
投
げ
ら
れ
た
時
の
感

動
は
、
徐
々
に
港
か
ら
離
れ
て
い

く
不
安
と
寂
し
さ
を
少
し
だ
け
ご

ま
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。大
島
先

生
の
講
演
で
聞
い
た
『
自
分
を
駄

目
に
す
る
言
葉
』も
、強
く
印
象
に

残
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、私
が
普
段

口
癖
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
「
疲

れ
た
。」「
無
理
！
」な
ど
の
言
葉
で

し
た
。当
て
は
ま
り
す
ぎ
て
反
省

し
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
考
え
方
一
つ
で

自
分
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ろ
ん
な
理
由
を
つ
け
て
あ
き
ら

め
た
り
し
な
い
で
、
も
っ
と
自
分

の
可
能
性
に
賭
け
て
み
よ
う
。」そ

ん
な
ふ
う
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

船
の
上
で
知
り
合
っ
た
人
達

は
、
下
船
し
て
か
ら
も
大
切
な
友

達
で
す
。船
の
上
だ
け
で
な
く
、と

う
か
い
号
を
無
事
に
就
航
さ
せ
る

た
め
に
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
人

達
と
は
、
と
う
か
い
号
に
乗
船
し

な
け
れ
ば
出
会
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
し
て
、こ
の
経
験

が
で
き
た
の
も
地
元
の
青
年
会
議

所
の
方
や
、
周
り
の
人
た
ち
の
応

援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

自
分
だ
け
で
は
な
く
誰
か
の
た

め
に
一
生
懸
命
に
な
れ
る
事
、
感

謝
の
気
持
ち
を
持
つ
事
、
あ
た
り

ま
え
じ
ゃ
な
い
平
和
と
い
う
事
、

こ
れ
か
ら
も
忘
れ
な
い
で
歩
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

東秀臣さん（右から 3 人目）

樋口はるかさん（左から 3 人目）

４
名
が
参
加
し
た
研
修

○
研
修
名　
「
第
37
回
Ｊ
Ｃ

　

青
年
の
船　

と
う
か
い
号
」

○
研
修
先　

サ
イ
パ
ン

○
研
修
期
間　

平
成
22
年
６

　

月
５
日
〜
13
日　

９
日
間



26広報きほく2010年12月号

社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣

表
彰

　

長
井
淳
さ
ん（
長
島
）が
、長
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献

さ
れ
、そ
の
功
労
を
称
え
ら
れ
厚
生

労
働
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
井
さ
ん
は
、昭
和
52
年
12
月
か

ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
、町
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
紀
伊
長
島
支
部
会
長
、町

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
副

会
長
を
兼
任
す
る
な
ど
、33
年
間
と

い
う
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
は
全
国
で
８
３
０
人
、

県
内
で
８
人
で
し
た
。

食
生
活
改
善
事
業
功
労
者
厚
生
労

働
大
臣
表
彰

　

家
倉
生
代
さ
ん（
東
長
島
）が
、長

年
に
わ
た
り
地
域
に
密
着
し
た
食

生
活
改
善
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
な
ど
、住
民
の
栄
養
改
善
に
対

す
る
意
識
向
上
に
貢
献
し
、そ
の
功

労
を
称
え
ら
れ
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
倉
さ
ん
は
、昭
和
51
年
４
月
に

尾
鷲
、紀
伊
長
島
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
に
入
会
し
、三
重
県
食
生

活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
書
記
、尾

鷲
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

会
長
、町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

会
長
を
務
め
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
く
地
域
住
民
の
正
し
い

食
生
活
の
普
及
・
啓
発
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。ま
た
、
協
議
会
の
円
滑

な
運
営
に
貢
献
し
、会
員
の
模
範
と

し
て
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　現在、ケーブルテレビで放映しています、行政放
送番組「ふるさと紀北町」の町民アナウンサーを次
のとおり募集します。
　アナウンサーに関心のある方はお気軽にお申し
込みください。
採用予定人員　若干名
応募資格　町内在住の方
提出書類　町民アナウンサー申込書
（本庁企画課で交付）
応募期間　12月１日（水）～９日（木）
午前８時30分～午後５時（ただし、土・日曜日は除く）
試験日及び場所　12月 14日（火）午前９時 30分～
ＺＴＶ収録スタジオ（尾鷲市古戸町 11‐31）
※役場本庁に午前９時集合

試験内容　適性試験（収録スタジオでの簡単な原稿
読み上げなど）
採用予定年月日　平成 23年１月 11日
問い合わせ・申し込み　
本庁企画課広報係　℡32-3903

　平成23年度紀北町・尾鷲市の公立小中学校に「講
師（養護補助教諭を含む）」、「事務補助員」、「学校栄
養補助員」として登録を希望される方を対象とし
て、次のとおり説明会を実施します。
募集職種　講師、養護補助教諭、事務補助員、
　　　　　学校栄養補助員
勤務形態　常勤・非常勤
参加対象　小学校教諭普通免許状、中学校教諭普通
　　　　　免許状、養護教諭免許状、栄養教諭免許
　　　　　状、栄養士免許状のうちいずれかを有す
　　　　　る方又は平成 23 年３月末取得見込み
　　　　　の方で平成 23 年度紀北町・尾鷲市の

　　　　　公立小中学校への講師等の採用・任用
　　　　　に関して登録を希望する方
日　　時　平成 23年１月 29日（土）午後２時～　
　　　　　（受付：午後１時 30分～）　
会　　場　紀北教育会館１階大ホール（海山区相賀
　　　　　379－1）
※なお、説明会に出席する為には「講師等登録票」及
び「説明会出欠票」を平成 23年１月 20日（木）まで
に教育委員会に提出してください。
問い合わせ
教育委員会本庁学校教育課　℡32-3914
紀伊長島総合支所教育室　　℡47-1111

講師等登録説明会開催のお知らせ

行政放送番組「ふるさと紀北町」町民アナウンサー募集
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※リサイクルセンター及び不燃物処理場は、
12月 31 日（金）から 1月 3日（月）まで休みとなります。
問い合わせ　紀伊長島リサイクルセンター　℡  47-2880
　　　　　　海山リサイクルセンター　　　℡  36-1313
　　　　　　紀伊長島不燃物処理場　　　　℡  47-4731
　　　　　　海山不燃物処理場　　　　　　℡  32-2274

通常／月・木曜日
収集地区
（西長島・三野瀬・中里・
船津・小山浦・便ノ山・
相賀等）

12 月 29 日（水）は午後 4 時 30 分まで、12 月 30 日（木）は正午までとなります。持ち込み

1月 6日（木）年
始

12月 27日（月）
12月 30日（木）

年
末収

　
　
　
集

通常／火・金曜日
収集地区
（東長島・赤羽・馬瀬・
河内・上里・引本浦・
矢口浦・白浦・島勝浦等）

1月 4日（火）年
始

年
末
12月 24日（金）
12月 28日（火）収

　
　
　
集

年末年始のごみ収集と
リサイクルセンター等への
ごみの持ち込みについて
年末年始のごみ収集とリサイクルセンター等への
ごみの持ち込みについて

みなさんの活動で紀北町の魅力を広げましょう！
「紀北町観光ＰＲ等活動支援事業（第３次募集）」のお知らせ

　この事業は、団体又はグループが住民と町の相互理解と信頼のもとに住民が自ら企画・提案し、実施する
「紀北町の認知度アップ・情報発信のための活動（観光ＰＲ等活動）」に対する支援を行い、地域の魅力を高
めていくことを目指します。

対象活動
　観光ＰＲ等活動で、次のテーマに沿ったもの

とする。

（１）地域の特色（個性）を打ち出すことができ、

町外への情報発信に寄与する事業（イベントな

どを含む）で、継続性・将来性のある活動

（２）住民自らの企画・提案・実施による魅力づ

くり・認知度アップに関する事業で継続性・将

来性のある活動

補助金額
　補助対象経費の 10/10 以内　限度額 20 万円

（千円未満の端数切り捨て）

＊交付団体数、事業内容等により要望補助金額

に満たない場合があります。

補助対象期間
決定の日から平成 23 年 3月 31 日まで

申し込み開始日
　12 月１日（水）～ [ 予算額に達し次第締め切

らせていただきます。]

審　査
　申し込みされた活動内容について、書類審査

及びヒアリング（聞き取り審査）があります。

＊詳しい内容（募集要項）、要望書など（所定の

用紙）の記載方法などについて質問や事前相談

を受け付けていますので、お気軽にお問い合わ

せください。

問い合わせ・申し込み
本庁産業振興課商工観光対策室観光係

℡32－3905
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　マスコットキャラクターに決定した上記作品の愛称を大募集します！！
　ご応募いただいた愛称の中から、紀北町を代表しＰＲしていくのにふさわしいものを選定させていただきます。
　下記の日程で募集しますので、人気投票と同様に町民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

　町民の皆様には、先日行われました紀北町マスコットキャラクター人気投票に、本当に多数のご協力をいただきあり
がとうございました。
　人気投票の結果、「９番のマンボウ」が最多得票の２８５票を獲得して、紀北町のマスコットキャラクターに決定しま
した。　投票総数は１１７５票（うち有効投票数１１５０票）で、それぞれの得票数は以下のとおりです。

　紀北町の旬の人、食、イベントなどを PRする FMラジオ番組が下記のとおり始まります。ぜひお聞きください。
　また、紀北町の PRのため収録などへのご協力とともに、情報などをお寄せくださいますようお願いします。

※応募は指定の応募用紙に記名応募とし、一人 2枚まで応募することができます。
※紀北町内に住所を有する方ならどなたでも応募することができます。
※応募用紙は、各募集場所に設置してあるものを使用してください。
※応募いただいた作品の中から、キャラクターの愛称、また紀北町の主役としてふさわしいものを選定します。
※選定された愛称に応募いただいた方の中から抽選で、１名様に賞金３万円を進呈します。

○募集期間　　12月 1日 ( 水 ) ～ 16 日 ( 木 )　午前 8時 30 分～午後 5時
○募集場所　　紀北町役場本庁・紀伊長島総合支所 ( 土・日曜日を除く )
　　　　　　　海山公民館・東長島公民館 ( 月曜日を除く )

問い合わせ　　紀北町観光協会　℡46-3555

紀北町マスコットキャラクター決定 !!　＆ 　 「愛称」 大募集のお知らせ

【紀北町マスコットキャラクター決定作品】

マンボウ

１

27票

２

39票

３

90票

４

149票

６

222票

７

96票

８

40票

９ 285票

10

146票

５

56票

問い合わせ・連絡先　本庁産業振興課商工観光対策室観光係　℡32-3905

紀北町 PR ラジオ番組 「ほっと紀北町」 が始まります！！

FM 三重【紀北町 80.4MHz、津 78.9MHz】
ほっと紀北町
毎週金曜日　午後 3 時 40 分～ 3 時 55 分 (15 分間 )

ラ ジ オ 局
番  組  名
時 　   間
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日
時

　

平
成
23
年
１
月
９
日
（
日
）

　

・
受
付　

午
前
10
時
〜

　

・
開
式　

午
前
10
時
30
分

場
所

　

東
長
島
公
民
館
（
紀
伊
長
島
区
）

対
象
者

　

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
、

ま
た
は
、
平
成
17
年
度
に
町
内
中
学

校
を
卒
業
さ
れ
た
方

※

住
民
票
が
町
外
に
あ
り
、
紀
北
町

で
の
成
人
式
を
望
ま
れ
る
方
と
家
族

の
方
は
12
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
内
に
住

民
票
が
あ
る
方
、
ま
た
は
平
成
17
年

度
に
町
内
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

に
は
届
出
が
な
く
て
も
案
内
状
を
お

送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

教
育
委
員
会
紀
伊
長
島
総
合
支
所
教

育
室

℡（
47
）
１
１
１
１

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
32
）
３
９
１
５

町民センター図書室から

「だいじょうぶ３組」
　　　　　   / 乙武洋匡

「ぎゅっ」
/ジェズ・オールバラ

「おもちのきもち」/かがくいひろし
「まちのおふろやさん」
              　　　　　   /とよたかずひこ
「四季のえほん　ふゆですよ」
             　　　　　　　　    /柴田晋吾
「クリスマス・正月の工作図鑑」
             　　　　　　　    /岩藤しおい
「おたすけこびとのクリスマス」
              　　　　　   /なかがわちひろ
「ルルとララのカスタード・プリン」
              　　　　　   /あんびるやすこ
「ぴょこたんのなぞなぞ十二支あそ
び」/このみひかる
「ヒラベッタイ・ザウルスうまれる
よ？！」/ささき・たかし
※借りた本は必ず返してください。
☆あかちゃんの時からお母さんのひ
ざで絵本を！

児童図書館から

新刊案内「図書名」/著者名

「二人静」
　　　/盛田隆二

多目的会館図書室から

図書館だより図書館だより（12月の新刊案内）

「ある日自分へ」/相田みつを
「壱里島奇譚」/梶尾真治
「初陣　隠蔽捜査 3.5」/ 今野敏
「越境捜査２　挑発」/笹本稜平
「白と黒とが出会うとき」/新堂冬樹
「江（ごう）姫たちの戦国（上・下）」
　　　　　　　　　 　 / 田渕久美子
「白銀ジャック」/東野圭吾
「もしもし下北沢」/よしもとばなな
〈図書・雑誌無料配布リサイクルの
お知らせ〉
10 月から開催中の除籍図書リサイク
ルは年内で終了します。残った書籍
は廃棄処分致します。欲しい方はお
早めにどうぞ。
〈年末年始休館のお知らせ〉
12 月 29 日（水）～翌年１月３日（月）
まで、年末年始休館とさせていただ
きます。皆様、良いお年をお迎えく
ださい。

【一般図書】
「だいじょうぶ３組」/乙武洋匡
「マンチュリアン・リポート」
             　　　　　　　　    /浅田次郎
「超訳 ニーチェの言葉」
              　　/フリードリヒ・ニーチェ
「ブルー・ゴールド」/真保裕一
「抱擁、あるいはライスには塩を」                      
             　　　　　　　　    /江國香織 
「おやすみラフマニノフ」/中山七里
「こうちゃんの今夜は家鍋！」
             　　　　　　　　    /相田幸二
【児童図書】
「都会のトム＆ソーヤ⑧」
              　　　　　   /はやみねかおる
「トイレの神様」/植村花菜
「ピヨピヨもりのゆうえんち」
             　　　　　　　    /工藤ノリコ
「がまんのケーキ」/かがくいひろし
「もっちゃう もっちゃう もうもっ
ちゃう」/土屋富士夫
「サンタクロースと小人たち」
             　　　　　/マウリ・クンナス
※借りた本は必ず返してください。

新刊案内「図書名」/著者名 新刊案内「図書名」/著者名

紀
北
町
成
人
式
の
ご
案
内

紀
北
町
成
人
式
の
ご
案
内

紀
北
町
成
人
式
の
ご
案
内

「よみきかせの会」（児童図書館）
　今月のよみきかせの会は
お休みとさせていただきます。

紀北町消防出初式のご案内
　平成 23 年紀北町消防出初式を次の通り
開催いたします。
日時　平成 23年 1月 4日（火）
　　　午前 10時～
場所　尾鷲高等学校長島分校跡グラウンド
　　　（紀伊長島区）
　　　※雨天時は同校跡体育館
アトラクション（雨天中止）
　消防団員による小型ポンプ操法
問い合わせ　
本庁危機管理課防災対策係　
℡32-3904
紀伊長島総合支所
総務室防災対策係
℡47-1111
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三浦樗良顕彰祭11/14

　11 月 14 日、江戸時代に活躍した俳人、三浦樗良の功
績をしのぶ、三浦樗良顕彰祭が東長島の樗良句碑前で
行われました。
　紀北町俳句協会長や町長らが菊の花を句碑の前に供
えた後、俳句協会会員による献詠句の朗読が行われま
した。
　また、児童・生徒の部の合計 1321 句の中から選ばれ
た特選・入選作品の表彰も行われました。

有久寺の火渡り神事

　11 月 12 日、有久寺で、恒例の火渡り神事が行われま
した。
　まず境内で行者問答が行われ、結界内でのおはらい
と護摩焚きに続き、祈祷が行われました。
　参拝者の護摩木がくべられると、丸太を燃やし、そ
の上を歩く火渡りが行われました。
　大勢の参拝者は住職や行者に続き、「家内安全」や「身
体健全」など、様々な願いをこめて火渡りをしました。

紀北町民文化展

　11 月 1 日～ 3 日、紀北町民文化展が海山公民館と東
長島公民館で開催されました。
　海山区、紀伊長島区合わせて約 934 点が展示され、
文化協会の会員だけでなく一般の方も出展し、力作が
並べられました。
　絵画、俳句、押し絵、生け花などの作品に、会場を
訪れた大勢の人達は、思い思いに作品を鑑賞し、芸術
の秋を満喫しました。

青少年のための科学の祭典

　11 月 13 日、紀北教育会館で、青少年のための科学の
祭典が開催されました。
　会場にはコマ作りやスーパーボール作りなど 12 ブー
スが用意され、子どもたちは次々に興味のあるブース
を回りました。
　プラ版を使ったアクセサリー作りは特に人気を集め、
子どもたちは思い思いの模様を描いていました。
　子どもたちは、思う存分科学の世界を楽しみました。

11/13

11/1211/1
～3
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消防・警察だより
【平成22年10月1日～31日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

住　所　  子の名前　  保護者
大　原　 西田ひなた　　 亮祐
東長島　 井谷　琉生　　 尚太
小山浦　 山口　志童　　 貴弘
河　内　 山口　　杏　　 英甫
船　津　 北村　隼士　　 健一
相　賀　 鈴木　秀介　　 克彦

救急休日在宅当番表

三
万
円

一
万
円

二
万
円

五
万
円

十
万
円

二
万
円

二
万
円

三
万
円

三
万
円

　
五
万
円

三
万
円

五
万
円

三
万
円

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

12月の免許更新日（14 日・28日）
受 付 時 間   9 時 ～14時 /優良・一般   15時 ～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（10月末現在）

交通事故発生状況（10月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

１,５０８(－４５)９４８(－２０)

２２９(－７)

１１６(－４２) ２５７(＋２１) １８７(－４)

３３５(－２０) ２６(－６) ４９(－１０) ３１(＋３)

その他

３７８(＋２) ２４１(＋１４) ３３(－１７) ５６(＋９) ４８(－４)

１(－２) ０(±０) ０(±０） ５(＋２）

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

１(±０）
海 山 区 ２(－３) １(－２) ０(±０) ０(－１) ０(±０) ０(±０） １(±０）

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区 ６(＋２) ４(＋２) ０(±０) １(±０) ０(±０) ０(±０）

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内１２(－３) ６(－３) ０(±０)
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 ５２，０４６
(＋２，５９７）

９，２４７
（－１１１）

９８
(＋１８）

１２，２５３
（－２６５）

４２，７９９
（＋２，７０８）

尾鷲署管内 ７５５ (＋３６）１４３  (－１７） ２ (－２） ２０９(－７） ６１２(＋５３）

紀 北 町 ３６９ (＋２２） ６８ (－１３） ０  (－３） １０７(－１４）３０１(＋３５）

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

戸籍の窓

住　所　　 氏　　名　　（年齢）
長　島　  川喜田　榮　  （88歳）
島　原　  久保　仁男　  （79歳）
長　島　  樋口　太郎　  （87歳）
東長島　  橋本　ゆみ　  （84歳）
長　島　  東　ひさゑ　  （83歳）
長　島　  東　　まち　  （80歳）
古　里　  垣内　誠一　  （79歳）
長　島　  西山　　滋　  （86歳）
島　原　  上野　智与　  （88歳）
長　島　  東　　　　　  （86歳）
東長島　  竹本　一美　  （83歳）
白　浦　  山本　和洋　  （71歳）
相　賀　  松下　　真　  （85歳）
島勝浦　  川口　　功　  （72歳）
引本浦　  濵田　昭治　  （83歳）
便ノ山　  五味　光一　  （62歳）
中　里　  堂前　アイ　  （75歳）
上　里　  西村　　勉　  （75歳）
小山浦　  川端　　武　  （74歳）
引本浦　  直江　　勉　  （86歳）
島勝浦　  松島　紀之　  （69歳）
船　津　  北村キミカ　  （86歳）
相　賀　  玉津　良一　  （75歳）
小山浦　  川端　亀三　  （91歳）
船　津　  海上　　泰　  （95歳）

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。

月日 尾　　鷲

玉 置 眼 科

南輪内診療所

かとう小児科
上 里 診 療 所
木 ノ 内 医 院
神 谷 医 院
木 ノ 内 医 院

12/5
12/12
12/19
12/23
12/26

曜日

日
日
日
木
日

電　　話 紀　　北 電　　話

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

47 - 3341
33 - 1100
47 - 4346
32 - 0016
47 - 4346

22 - 5611

27 - 3399

広報きほく2010年12月号31



32広報きほく2010年12月号

かけがえのない命をみんなで守ろう【第４回】かけがえのない命をみんなで守ろう【第４回】かけがえのない命をみんなで守ろう【第４回】
☆うつ病とは
　うつ病とはひどく落ち込んだり、楽しさを感じられなくなったりして日常生活に支障をきたす病気です。これは「気

の持ちよう」「弱さ」からではなく、さまざまなストレスにより脳のエネルギーが不足して、機能障害 ( 脳の伝達物質が

減少するなど ) がおこるためになると考えられています。

☆症状は
　意欲の減退や判断力の低下といった精神症状のほか、睡眠障害や頭痛、肩こりなどの身体症状が出ます。国内では生

涯に１５人に１人の割合でうつ病を経験しているというデータがあるほど身近な病気ですが、重症化すると、最悪の場

合は自殺に至ることもあるため、油断は禁物です。

☆最近こんなことが (２週間以上 ) 続いていませんか【うつ病を疑うサイン】

☆うつ病は通院・投薬が効果的な病気です
　うつ病は “病気 ” です。糖尿病や高血圧などにかかった時には、気合で治そうとしたり、自然治癒を待つ人はまずい

ないでしょう。うつ病も同じように、きちんと医療機関を受診して適切な薬を処方してもらい、医師の指示を守って服

薬することが重要になります。

家庭や自分でできる予防法
１　外から帰ってきた時、食事の前などできるだけこまめに、石けんで丁寧に手を洗い、うがいをしましょう。

２　栄養のバランスを考えた食事と十分な睡眠をとり、体調を整えましょう。

３　できるだけ人混みや繁華街への外出をひかえましょう。

４　咳エチケットを守りましょう。：咳やくしゃみが出る時は、マスクをしましょう。マスクがない時はティッシュ

　　ペーパーやハンカチなどで口と鼻をおおい、他の人から顔をそむけ、１ｍ以上離れましょう。

５　体調が悪くなったら、自分で判断せず早めに医療機関を受診しましょう。

★65 歳以上の方の高齢者インフルエンザ予防接種の接種期間は、平成 23 年 1月 31 日迄です。

接種を希望される方は、お早めに接種してください。

★非課税世帯の方は、自己負担金の助成がありますので、役場申請窓口で返金手続きを行ってください。返金手続
きに必要なものは、印鑑・領収書・通帳（申請者と同じ口座名義人）です。

インフルエンザは予防が大切です

□悲しい、憂うつな気分、沈んだ気分
□何ごとにも興味がわかず、楽しくない
□疲れやすく、元気がない ( だるい )
□気力、意欲、集中力の低下を自覚する
　( おっくう、何もする気がない )

□寝つきが悪く、朝早く目が覚める
□食欲がなくなる
□人に会いたくない
□夕方より朝の方が、気分や体調が悪い
□心配事が頭からはなれず、考えが堂々巡りする
□失敗や悲しみ、失望から立ち直れない
□自分を責め、自分は価値がないと感じる

自己チェック

□以前と比べ表情が暗く、元気がない
□体調不良を訴える ( 体の痛みや、倦怠感など )
□仕事や家事の能率が低下、ミスが増える
□周囲との交流を避けるようになる
□遅刻、早退、欠勤 ( 欠席）が増加する
□趣味やスポーツ、外出をしなくなる
□飲酒量が増える

周りの人が最近こんな感じ…

【問い合わせ】保健センター　℡47-4750　　老人福祉センター　℡32-3912



広報きほく2010年12月号33

お知らせお知らせ

子育て講演会

12 月 14 日（火）老人福祉センター
10：30 ～
0～ 3歳児の親子
絵本の読み聞かせ
「ブックドクターたいちとあそぼ！」～朗天狗～
老人福祉センター　(TEL 32-3912)

【 時 間 】
【対 象 者】
【 内 容 】

【問い合わせ】

お車でお越しの際は、多目的広場に駐車してください。★

3 歳 6 ヵ月児健康診査

12 月９日（木）東長島公民館
9：00 ～ 9：45
H19.3.16 ～ H19.5.15 生まれのお子さん

老人福祉センター（℡32-3912）
保健センター　　（℡47-4750）　

【 時 間 】
【対 象 者】

【問い合わせ】

対象者には、通知書を郵送します。通知書が届かな
い方はご連絡ください。

★

感染症情報（10 月 25 日～ 11月 14 日分）

紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。

0

3

6

9

12

15

感
染
性

胃
腸
炎

Ａ
群
溶

レ
ン
菌

咽
頭
炎

10/25～10/31

11/1 ～ 11/7

11/8 ～ 11/14

突
発
性

発
疹

Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス

感
染
症

伝
染
性

紅
斑

（人）

一般健康相談（血圧 ・ 尿検査等）
　12 月  １日 ( 水 )
　船 津 集 会 所・・・・・
　新 田 集 会 所・・・・・
　東 長 島 公 民 館・・・・・
12 月  ２日 ( 木 )
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター  ・・・・・
12 月  ３日 ( 金 )
　便 ノ 山 集 会 所・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・
12 月  ８日 ( 水 )
　馬 瀬 集 会 所・・・・・
　河 内 区 民 会 館・・・・・
　保 健 セ ン タ ー・・・・・
12 月 15 日 ( 水 )
　赤 羽 出 張 所・・・・・
　此 ヶ 野 公 民 館・・・・・
12 月 17 日 ( 金 )
　小 山 浦 集 会 所・・・・・
　引 本 公 民 館・・・・・
12 月 22 日 ( 水 )
　下 地 公 民 館・・・・・
　志 子 奥 集 会 所・・・・・  
  １月  ５日 ( 水 )
　船 津 集 会 所・・・・・
　新 田 集 会 所・・・・・
　東 長 島 公 民 館・・・・・
  １月  ６日 ( 木 )
　白 浦 集 会 所・・・・・
　島勝漁村センター  ・・・・・
  １月  ７日 ( 金 )
　便 ノ 山 集 会 所・・・・・
　木 津 集 会 所・・・・・

   9：3 0 ～ 1 0：3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 5
1 0： 3 0 ～ 1 1： 0 0

1 3： 3 0 ～ 1 4： 0 0
1 4： 3 0 ～ 1 5： 0 0

1 3： 3 0 ～ 1 4： 0 0
1 4： 1 5 ～ 1 4： 4 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 3 0
1 0： 4 5 ～ 1 1： 1 5
1 0： 0 0 ～ 1 1： 0 0

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 1 0
1 0： 2 5 ～ 1 0： 5 5

  9 ： 3 0 ～ 1 0： 0 0
1 0： 1 5 ～ 1 0： 4 5

赤ちゃん相談＆おやこ広場

12 月 10 日 ( 金 )　保健センター
12月 13 日 ( 月 )　老人福祉センター

10：00 ～ 11：30
母子健康手帳

【 時 間 】
【持 ち 物】

☆受診人数 ： １8 人

☆むし歯がなかったお子さん ：  ９     人　

10 月に実施した 3 歳児健診で

むし歯がなかったお子さんを紹介します

山
口
　
陽
菜
ち
ゃ
ん

石
原
　
萌
愛
ち
ゃ
ん

鶴
田
　
葵
花
ち
ゃ
ん

谷
脇
　
花
梨
ち
ゃ
ん

大
西
　
祈
惺
ち
ゃ
ん

加
藤
　
義
也
く
ん

堀
内
　
優
介
く
ん

岡
橋
　
奨
く
ん

脇
　
　
大
馳
く
ん

12 月８日（水）保健センター
13：30 ～ 15：00
糖尿病や高血圧などの生活習慣病で注意
が必要といわれている方、治療中の方等。
12 ／ 3（金）までに保健センターへ
お申し込みください。（℡ 47-4750）

【 時 間 】
【対 象 者】

【申し込み】

個別健康相談 (糖尿病 ・高血圧 ・高脂血症等 )

400ml 献血のお願い

12 月２日（木）

皆様のご協力をお願いします。★

老人福祉センター    　　　　   10：30 ～ 13：00
相賀コミュニティセンター　   14：30 ～ 16：30

12 月６日（月）
海野コミュニティセンター　   10：00 ～ 11：00
社会福祉会館　　　　　　　   11：30 ～ 13：00
長島回生病院　　　　　　　   14：30 ～ 15：30
片上公民館　　　　　　　　   16：00 ～ 17：00

献血にご協力いただける方
・18 歳～ 69 歳の方
（65 歳以上の方は 60 歳～ 64 歳の間に献血経験がある方）
・体重が男女とも 50kg 以上の方
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1212

普通救命講習
日時：12 月 9 日（木）午後 1 時～ 4 時
場所：紀伊長島総合支所３階会議室

精神保健福祉相談
日時：12 月 27 日（月）
場所：保健センター
※事前予約が必要です。保健センター
までご連絡ください。
℡47-4750

＝
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
＝

　

給
与
所
得
者
の
所
得
税
に
つ
い

て
は
、
事
業
主
の
方
が
従
業
員
の

給
与
か
ら
「
源
泉
徴
収
」
し
て
国

に
納
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
同
様
に
、
給
与
所
得
者

の
個
人
住
民
税
は
、
従
業
員
の
給

与
か
ら
「
特
別
徴
収
」（
給
与
天
引

き
）
し
て
、
事
業
主
が
従
業
員
の

住
所
地
の
市
町
へ
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
所
得
税
を
源
泉
徴
収
し
て
、
個

人
住
民
税
は
特
別
徴
収
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
は
法
令
で
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

○
原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
む
す
べ
て
の
従
業
員

か
ら
特
別
徴
収
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

従
業
員
の
皆
さ
ま
に
は
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
納
税
の
手
間
が
省
け
ま
す
。

○
普
通
徴
収
が
原
則
４
回
払
い
な

の
に
対
し
て
、
12
回
払
い
と
な
る

の
で
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
が
軽

く
な
り
ま
す
。

　

三
重
県
と
県
内
全
市
町
で
は
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の
徹
底

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
全
て
の

従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行
っ
て

い
な
い
会
社
な
ど
は
、
特
別
徴
収

へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
く
特
別
徴
収
を
さ
れ
る
場

合
は
、
本
庁
税
務
課
課
税
係
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
税
務
課
課
税
係　

℡（
32
）
３
９
０
８

○
多
目
的
会
館
図
書
室
で
は
、
お

客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
平

成
23
年
１
月
４
日
（
火
）
か
ら
左

記
の
と
お
り
開
館
時
間
を
延
長
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

火
〜
日
曜
日
（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

↓
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

た
だ
し
図
書
の
貸
出
・
返
却
は

事
務
整
理
の
た
め
午
後
４
時
30
分

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
児
童
図
書
館
・
町
民
セ
ン
タ
ー

図
書
室
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

火
〜
日
曜
日
（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

貸
出
・
返
却
も
午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
本
庁
生
涯
学
習
課

℡（
32
）
３
９
１
５

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

土
地
・
相
続
問
題
な
ど
に
つ
い

て
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
会

場
定
員
10
名
で
す
。
前
日
ま
で
に

本
庁
住
民
課
住
民
係
ま
で
予
約
の

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

　

行
政
・
人
権
相
談
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

行
政
に
対
し
て
の
ご
意
見
や
、

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
で

の
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
住
民
課
住
民
係

℡（
32
）
３
９
０
７

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

無
料
法
律
相
談

　
　
　
　（
予
約
制
）

給
与
所
得
者
の

  

個
人
住
民
税
は

   「
特
別
徴
収
」で

多
目
的
会
館
図
書
室

開
館
時
間
延
長
の

お
知
ら
せ

行
政
・
人
権
相
談

場　

所

時　

間

日　

程

12
月
10
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場　

所

時　

間

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

〜
４
時

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

12
月
20
日
（
月
）

日　

程

場　

所

時　

間

日　

程

12
月
７
日
（
火
）

午
前
10
時

　
　
　

〜
11
時
30
分

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
海
山
区
）

場　

所

時　

間

午
後
１
時
30
分

　
　
　

〜
３
時
30
分

社
会
福
祉
会
館

（
紀
伊
長
島
区
）

12
月
７
日
（
火
）

日　

程
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き
い
な
が
し
ま
古
里

温
泉
年
末
年
始
営
業

時
間
変
更
の
お
し
ら
せ

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

実
施
期
間　

12
月
11
日
（
土
）
〜
20
日
（
月
）

運
動
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

問
い
合
わ
せ

本
庁
危
機
管
理
課
防
犯
・
交
通
安

全
対
策
係　

℡（
32
）
３
９
０
４

紀
伊
長
島
総
合
支
所
総
務
室
防
災

対
策
係　

  

℡（
47
）
１
１
１
１

教
室
開
催
日　

○
火
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

○
日
曜
教
室
（
第
１
・
３
日
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
広
場
マ
ン
ド
ロ
陶
芸
教

室
・
本
山

℡（
47
）
１
０
８
１

※

休
館
日
（
月
曜
日
）
を
除
く

　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉
で

は
、
年
末
年
始
の
営
業
時
間
を
変

更
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

12
月
31
日
（
金
）　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

１
月
１
日
（
土
・
祝
）　
　

午
後
１
時
〜
９
時

問
い
合
わ
せ

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉　

℡（
49
）
３
０
８
０

〜
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て
〜

　
「
三
重
県
最
低
賃
金
」
は
、
10

月
22
日
か
ら
、
12
円
引
き
上
げ
ら

れ
、
時
間
額
７
１
４
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
最
低
賃
金
は
、
年

齢
・
雇
用
形
態
（
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
等
）
を
問
わ
ず
、
三
重
県

内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
特
定
の
産
業
（
８
業

種
）
に
該
当
す
る
事
業
場
で
働
く

労
働
者
に
は
、
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
三
重
県
紡
績
業
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
10
月
22
日
か
ら
は
三
重

県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

三
重
県
労
働
局
賃
金
室　

℡
０
５
９
（
２
２
６
）
２
１
０
８

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

期
間　

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

対
象　

三
重
県
内
（
全
域
）
在
住

の
、
自
立
に
悩
む
39
歳
く
ら
い
ま

で
の
方
（
就
業
者
は
除
く
）

内
容　

若
者
自
身
が
社
会
と
つ
な

が
り
を
失
わ
な
い
よ
う
、
ご
家
庭

を
訪
問
し
、
支
援
機
関
へ
の
来
所

な
ど
を
き
っ
か
け
に
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収納の窓

～１２月は口座振替推進月間です～
　口座振替は、一度お申し込みいただければ、後はお申

し込み口座から自動的に振替納付されますので、納付に

行く手間がはぶけ、納め忘れの心配もなくなります。こ

の機会にぜひ口座振替をご検討ください。

　口座振替をご希望の方は、役場又は金融機関に備え付

けの依頼書によりお申し込みください。又、必要な方は

依頼書の郵送もしますので、お気軽にご連絡ください。

「国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付は

 お済みですか」
　国民健康保険・後期高齢者医療保険は、みなさんの保

険料によって支えられている制度です。滞納が続きます

と、通常の保険証に替わり、短期保険証や、医療費の窓

口負担が 10 割となる資格証明書が交付されたり、あるい

は財産の差し押さえ等の滞納処分の対象となる場合があ

ります。滞納保険料がある方は至急納付をお願いします。

問い合わせ
本庁住民課国保・年金係　℡32-3907

国保料・後期高齢者保険料の
納付は口座振替が便利です
国保料・後期高齢者保険料の
納付は口座振替が便利です
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笑顔満１歳

「さわやか笑顔」のコーナーに掲載希望の方は、
誕生月の前月の 10 日までに本庁企画課広報係
までお申し込みください。

　11 月 15 日、老人福祉センターで、高齢者の交
通事故防止を図る交通安全シルバー・フェスタが
開催されました。
　交通安全教室では、2名の交通安全アドバイザー
が動画上映や実技を交えた啓発講座を行い、参加
者は真剣に聞き入っていました。
　特に、反射材装着の効用や、外出時の注意点に
ついての話には、強い関心を示していました。

交通安全シルバー・フェスタ11/15

平成21年12月 21日
これからもいっぱい食べていっぱい遊ん
で元気に育ってね。それともう少しでい
いからパパと遊んであげてね。
＜引本浦＞史典・景子さん

谷口 蒼空くん
そ　ら

黒瀬 彩実ちゃん
平成21年12月 27日

お誕生日おめでとう。お姉ちゃん大好き
な彩実です。元気にすくすく育ってね。
＜相賀＞洋志・由紀子さん

あ　み

山口 幸愛ちゃん
平成21年12月 9日

お兄ちゃん大スキ。
お歌大スキな元気な姫です。
＜相賀＞剛史・茜さん

ゆ　あ
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